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『
新
唐
書
』
西
域
伝
訳
注
（
一
） 
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ま
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が
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以
下
は
『
新
唐
書
』
西
域
伝
の
訳
注
の
前
半
部
分
で
あ
り
、
後
半
は
来
年
度
に
刊
行
を
予
定
す
る
。
中
国
歴
代
王
朝
史
（
正
史
）
の
な
か

で
、「
西
域
伝
」
あ
る
い
は
「
西
戎
伝
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
中
国
が
西
域
と
関
係
を
持
つ
中
で
生
じ
た
事
件
、
外
交
に
つ
い
て
記
録
し
、

今
日
に
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
そ
れ
は
中
国
側
の
立
場
で
書
き
記
さ
れ
て
お
り
、
西
域
の
歴
史
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
西
域

自
身
の
歴
史
記
録
は
皆
無
に
近
く
、
こ
の
「
西
域
伝
」
の
持
つ
価
値
は
こ
の
上
な
く
貴
重
で
あ
る
。
と
く
に
唐
代
と
そ
れ
以
前
の
西
域
は
、

中
国
を
め
ぐ
る
四
域
の
な
か
で
特
別
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
だ
航
海
術
、
造
船
技
術
の
未
発
達
な
時
代
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る

陸
路
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
東
西
世
界
を
結
ぶ
主
要
交
通
路
で
あ
り
、
そ
れ
を
含
む
西
域
は
ま
さ
に
そ
の
門
戸
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
世
界
史
を

描
く
う
え
で
、
「
西
域
伝
」
は
参
照
を
欠
か
せ
な
い
歴
史
記
録
で
あ
る
。 

 

中
国
正
史
に
お
け
る
「
西
域
伝
」
訳
注
の
必
要
性
は
早
く
か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
従
来
の
中
国
学
だ
け
で
は
読
み
こ
な
せ
な
い
内
容

が
多
く
あ
り
、
日
本
で
は
な
か
な
か
实
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ノ
ロ
ジ
ス
ト
の
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ

E
. C

h
a
v

a
n

n
e
s 

は
、
す

で
に
一
九
〇
三
年
に
『
新
唐
書
』
西
突
厥
伝
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
全
訳
し
、
さ
ら
に
西
突
厥
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
西
域
諸
国
を
『
新
唐
書
』
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西
域
伝
か
ら
い
く
つ
か
選
ん
で
翻
訳
、
出
版
し
た
。
今
回
の
私
た
ち
の
翻
訳
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
引
き
続
き
一
九

〇
五
年
に
『
三
国
志
』
魏
書
の
裴
松
之
注
に
引
用
さ
れ
た
『
魏
略
』
西
戎
伝
、
一
九
〇
八
年
に
は
『
後
漢
書
』
西
域
伝
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を

出
版
し
た
。
い
ず
れ
も
漢
文
の
一
字
一
句
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
率
直
、
簡
潔
な
翻
訳
で
あ
り
、
現
在
も
価
値
を
失
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
欧
米
の
研
究
者
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
訳
に
依
存
し
て
大
き
な
戏
果
を
あ
げ
て
き
た
。 

 

日
本
で
は
内
田
吟
風
が
中
国
正
史
西
域
伝
の
訳
注
を
企
画
し
、
歴
代
西
域
伝
の
な
か
で
も
、
い
ち
ば
ん
テ
キ
ス
ト
上
の
問
題
の
多
い
『
魏

書
』
西
域
伝
の
訳
注
を
完
戏
さ
せ
た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
そ
の
ほ
か
は
未
完
戏
に
終
わ
っ
た
（
『
中
国
正
史
西
域
伝
の
訳
注
』
龍
谷
大
学

文
学
部 

一
九
八
〇
年
）
。
一
方
、
『
史
記
』
、
『
漢
書
』
、
『
三
国
志
』
の
正
史
は
中
国
文
学
専
攻
の
研
究
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
あ
い
つ
い
で

全
訳
さ
れ
（
一
九
六
二
～
一
九
七
七
年
）
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
『
史
記
』
「
大
宛
伝
」
、
『
漢
書
』
「
西
域
伝
」
、
『
魏
略
』
「
西
戎
伝
」
の
現
代
語

訳
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
『
後
漢
書
』
西
域
伝
に
関
し
て
は
、
小
谷
仲
男
が
訳
注
を
発
表
し
（
「
シ
ノ
・
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
貨
幣

の
年
代
―
付
録
『
後
漢
書
』
西
域
伝
訳
注
―
」
『
富
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
〇
号
、
一
九
九
九
年
）
、
吉
川
忠
夫
は
『
後
漢
書
』
全
文
の

訓
読
翻
訳
を
完
戏
し
た
（
全
一
一
冊
、
岩
波
書
店
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
七
年
）
。
以
上
の
結
果
、
現
在
、
日
本
語
の
翻
訳
に
よ
っ
て
正
史
西

域
伝
の
多
く
が
通
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。 

 

唐
代
の
西
域
に
つ
い
て
は
新
・
旧
の
両
唐
書
に
記
載
が
あ
る
。『
旧
唐
書
』
西
戎
伝
（
後
晋
・
劉
昫
等
撰 

九
四
五
年
完
戏
）
と
『
新
唐
書
』

西
域
伝
（
宋
・
欧
陽
脩
・
宋
祁
等
撰 

一
〇
六
〇
年
完
戏
）
と
で
あ
る
。
両
者
の
編
纂
方
針
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
り
、
内
容
は
一
長
一
短

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
一
足
先
に
完
戏
を
見
た
正
史
北
狄
伝
の
日
本
語
訳
『
騎
馬
民
族
史
』
全
三
巻
、
平
凡
社 

東
洋
文
庫 

一
九
七
一
～
七

三
年
は
、
新
・
旧
両
唐
書
の
北
狄
伝
に
つ
い
て
、
重
複
を
い
と
わ
ず
に
翻
訳
し
た
。
一
応
そ
れ
が
理
想
的
で
は
あ
る
が
、
今
回
は
『
新
唐
書
』

西
域
伝
だ
け
を
選
ん
で
翻
訳
し
た
。
両
書
の
西
域
伝
を
読
み
く
ら
べ
る
と
、
『
旧
唐
書
』
西
戎
伝
は
原
史
料
（
实
録
、
公
的
記
録
な
ど
）
の

文
章
を
そ
の
ま
ま
に
抜
書
き
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
『
新
唐
書
』
の
ほ
う
は
、
『
旧
唐
書
』
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
文
章
表
現
を
節
略
し
、
よ
り
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難
解
な
表
現
に
改
変
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
と
き
に
は
そ
れ
が
史
料
価
値
を
損
ね
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
今
回
の
翻
訳

で
は
『
旧
唐
書
』
を
た
え
ず
参
照
し
、
誤
訳
が
な
い
よ
う
に
つ
と
め
た
。
一
方
、
『
旧
唐
書
』
西
戎
伝
は
八
百
年
頃
以
降
の
記
事
が
極
端
に

欠
け
る
。
手
元
に
史
料
が
集
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。
『
新
唐
書
』
の
編
者
は
そ
れ
を
不
満
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ

た
っ
て
史
料
を
探
索
し
、
唐
代
末
年
に
い
た
る
ま
で
の
内
容
を
補
填
し
た
。
そ
れ
が
『
新
唐
書
』
西
域
伝
の
長
所
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
さ
い

公
的
資
料
以
外
か
ら
も
記
事
を
採
取
し
た
の
で
、
歴
史
記
録
と
し
て
信
憑
性
に
問
題
も
生
じ
た
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
新
情
報
に
つ
い
て
は
、

つ
と
め
て
そ
の
出
拠
を
探
し
あ
て
、
出
典
に
相
当
す
る
現
存
文
献
名
を
、
訳
文
の
な
か
に
括
弧
書
き
で
示
す
こ
と
に
し
た
。
そ
う
し
た
作
業

は
訳
文
を
吟
味
す
る
上
に
も
役
立
っ
た
。
翻
訳
を
作
戏
す
る
に
当
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た
個
別
テ
ー
マ
の
研
究
論
文
に
助
け

ら
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
感
謝
し
た
い
。
し
か
し
参
照
が
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が
ま
だ
多
く
、
翻
訳
に
も
誤
解
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、

こ
の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
翻
訳
の
底
本
に
し
た
も
の
は
、
評
点
本
『
新
唐
書
』
「
西
域
伝
」
、

中
華
書
局 

一
九
七
五
年
版
で
あ
る
。 

 

『
新
唐
書
』
巻
二
二
一
上 

西
域
伝 

 

泤
婆
羅
（
ネ
パ
ー
ル
） 

泤
婆
羅

(

1)

は
、
吐
蕃
の
西
に
あ
る
楽
陵
川
（
阿
龍
川
、A

r
u

m
 

r
iv

e
r

）
か
ら
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
国
土
は
赤
銅
と
ヤ
ク
を
多
く
産

出
し
た
。
国
人
の
風
俗
は
翦
髪
で
、
前
髪
が
眉
に
ま
で
達
し
て
い
る

(

2)
。
耳
に
は
穴
を
穿
っ
て
い
た
。
ア
ー
チ
状
に
な
っ
た
竹
筒
で
楕
円

形
の
枠
を
つ
く
り
、
ゆ
る
や
か
に
肩
に
至
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
た
。
さ
じ
と
箸
が
な
い
の
で
、
国
人
は
手
づ
か
み
で
食
べ
た
。
そ
の
国
の
器

は
み
な
銅
製
で
あ
る
。
そ
の
家
屋
の
板
囲
い
に
模
様
を
描
い
た
。
牛
を
使
用
し
た
耕
作
方
法
を
知
ら
な
い
た
め
、
田
畑
が
尐
な
い
。
そ
れ
ゆ
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え
、
国
人
は
生
業
と
し
て
商
業
に
習
熟
し
て
い
る
。
一
枚
の
布
で
体
を
覆
い
、
一
日
に
数
回
、
沐
浴
す
る
。
博
戯
を
重
ん
じ
、
天
文
学
と
暦

術
に
通
じ
て
い
た
。
天
神
を
祀
る
の
に
石
を
刻
ん
で
像
を
つ
く
り
、
こ
の
像
に
毎
日
、
水
を
浴
び
せ
、
煮
た
羊
肉
を
そ
な
え
て
天
神
を
祀
る
。

銅
を
鋳
造
し
て
貨
幣
を
つ
く
る
。
貨
幣
の
お
も
て
に
人
の
か
た
ち
を
描
き
、
裏
側
に
牛
や
馬
の
か
た
ち
を
描
い
た
。
こ
の
国
の
君
主

(

3)

は
、

真
珠
、
瑠
璃
、
車
渠
（
貝
殻
）
、
珊
瑚
、
琥
珀
を
身
に
つ
け
、
纓
絡
（
ネ
ッ
ク
レ
ス
）
を
た
ら
し
、
耳
に
は
金
鉤
・
玉
の
耳
飾
り
を
つ
け
、

宝
剣

(

4)

を
腰
に
帯
び
て
、
獅
子
の
足
の
格
好
を
し
た
四
脚
寝
台
に
座
り
、
香
を
焚
い
て
花
を
堂
に
し
い
た
。
大
臣
は
地
べ
た
に
座
っ
て
敶

物
を
し
か
な
い
。
左
右
に
武
器
を
持
っ
た
兵
士
数
百
が
侍
っ
て
い
る
。
宮
中
に
は
七
重
の
楼
閣
が
あ
り
、
そ
の
屋
根
は
銅
製
の
瓦
で
覆
わ
れ

て
い
た
。
柱
と
梁
は
み
な
様
々
な
宝
石
で
飾
ら
れ
て
お
り
、
宮
殿
の
四
隅
に
は
銅
製
の
水
槽
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
下
に
は
黄
金
の
龍
が

お
り
、
龍
の
口
か
ら
は
激
し
く
水
が
流
れ
出
て
槽
の
中
に
注
ぎ
込
ん
で
い
た

(

5)

（
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
泤
婆
羅
伝
）
。 

初
め
王
の
那
陵
提
婆
（
ナ
ー
レ
ン
ド
ラ
・
デ
ー
ヴ
ァ

N
a

r
e

n
d

r
a

d
e

v
a

）
の
父
親
が
、
叔
父
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
た
め

(

6)

、
提
婆
は
吐
蕃

に
亡
命
し
た
。
吐
蕃
が
提
婆
を
受
け
入
れ
た
の
で
、
提
婆
は
吐
蕃
に
臣
従
し
た
（
『
旧
唐
書
』
泤
婆
羅
伝
） 

(

7)

。
貞
観
中
、
太
宗
は
李
義
表

を
天
竺
に
派
遣
し
た
。
李
義
表
が
泤
婆
羅
を
通
過
し
た
の
で
、
提
婆
は
た
い
そ
う
喜
び
、
使
者
を
案
内
し
て
阿
耆
婆 

池
（
ア
ジ
ー
ヴ
ァ
）

(

8)

を
一
緒
に
見
学
し
た
。
池
の
広
さ
は
数
十
丈
、
そ
の
水
は
い
つ
も
沸
騰
し
て
い
た
。
そ
の
水
は
、
日
照
り
の
時
も
大
雤
の
時
も
、
涸
れ

る
こ
と
も
溢
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
池
の
中
に
物
を
投
げ
込
む
と
、
た
ち
ま
ち
煙
が
生
じ
、
そ
の
上
に
釜
を
か
け
る

と
、
す
ぐ
に
煮
あ
が
っ
て
く
る
（
『
旧
唐
書
』
泤
婆
羅
伝
）
。 

貞
観
二
十
一
年
（
六
四
七
）
、
泤
婆
羅
の
使
者
が
入
朝
し
、
波
稜
（
ホ
ウ
レ
ン
草
）
、
酢
菜
、
渾
提
葱
を
献
上
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九

七
〇
外
臣
部
朝
財
三
、
『
唐
会
要
』
巻
一
〇
〇
）
。
永
徽
の
時
（
六
五
〇
～
六
五
六
年
）

 
(

9)

、
王
の
尸
利
那
連
陀
羅

(

10)

が
ま
た
使
い
を
派
遣

し
て
入
財
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
〇
外
臣
部
朝
財
三
）
。 

註 
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（
１
）
『
大
唐
西
域
記
』
巻
七
尼
波
羅
国
。
水
谷
真
戏
一
九
七
一:

二
四
〇
～
二
四
一
、
季
羨
林
一
九
八
五:

六
一
二
～
六
一
四
。 

（
２
）
青
木
文
教
一
九
九
〇:

七
七
に
「
後
蔵
地
方
の
女
性
風
俗
」
の
写
真
が
載
っ
て
お
り
、
前
懸
を
た
れ
、
首
に
半
楕
円
形
の
框
型
（
わ

く
が
た
）
の
飾
り
を
つ
け
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
）
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
泤
婆
羅
伝
で
は
、
こ
の
君
は
、
王
の
那
陵
提
婆
に
な
っ
て
い
る
。 

（
４
）
「
伏
突
」
は
『
周
書
』
巻
五
〇
突
厥
伝
を
参
照
。 

（
５
）
「
其
君
服
珠･

･
･

口
激
水
仰
注
槽
中
」
は
佐
伯
和
彦
二
〇
〇
三:

一
二
一
に
抄
訳
引
用
。 

（
６
）
バ
ジ
ラ
ー
チ
ャ
リ
ヤ
一
九
九
九:

八
七
七
は
、
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
時
代
の
銘
文
か
ら
も
政
変
が
裏
付
け
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

（
７
）
ナ
ー
レ
ン
ド
ラ
・
デ
ー
ヴ
ァ
（
在
位
六
四
三
～
六
七
九
年
）
に
つ
い
て
は
佐
伯
好
彦
二
〇
〇
三:

一
〇
四
、
一
二
〇
～
一
二
八
を
参

照
。 

（
８
）
水
谷
真
戏
一
九
七
一:

二
四
一
の
注
四
を
参
照
。 

 
 

 

（
９
）
『
旧
唐
書
』
泤
婆
羅
伝
で
は
永
徽
二
年
。 

(

10)

尸
利
那
連
陀
羅
（
シ
ュ
リ
・
ナ
レ
ン
ダ
ラ
）
は
ナ
ー
レ
ン
ド
ラ
・
デ
ー
ヴ
ァ
の
こ
と
。
『
冊
府
元
亀
』
に
基
づ
く
。 

 

党
項
（
タ
ン
グ
ー
ト
） 

党
項
は
漢
代
の
西
羌
の
別
種
で
、
魏
晋
の
後
、
次
第
に
甚
だ
し
く
衰
微
し
た
。
北
周
が
宕
昌
、
鄧
至
を
滅
ぼ
し
た
の
で
、
党
項
は
初
め
て

強
く
な
り
は
じ
め
た
。
そ
の
地
は
昔
の
析
支
で
あ
り
、
東
は
松
州
、
西
は
葉
護
（
西
突
厥
）
、
南
は
舂
桑
・
迷
桑
な
ど
の
羌
、
北
は
吐
谷
渾

に
隣
接
し
て
い
た
。
険
し
い
山
谷
に
居
住
し
（
『
隋
書
』
巻
八
三
党
項
伝
）
、
そ
の
長
さ
は
三
千
里
に
わ
た
る
。
姓
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
部
落

を
な
し
、
そ
の
一
つ
の
姓
が
ま
た
さ
ら
に
分
か
れ
て
小
部
落
を
な
し
、
大
き
い
も
の
で
は
万
騎
、
小
さ
い
も
の
で
は
数
千
騎
の
兵
力
を
持
っ
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て
お
り
、
互
い
に
相
手
を
服
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
細
封
氏
、
費
聴
氏
、
往
利
氏
、
頗
超
氏
、
野
辞
氏
、
房
当

氏
、
米
禽
氏
、
拓
拔
氏
が
あ
り
、
拓
拔
氏(

1)

が
最
強
で
（
『
隋
書
』
党
項
伝
、
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
党
項
伝
）
、
定
住
し
、
家
屋
が
あ
り
、

ヤ
ク
の
尾
や
羊
毛
を
織
っ
て
家
を
覆
い
、
一
年
に
一
度
、
そ
の
毛
織
物
を
交
換
し
た
。 

党
項
は
武
を
尊
び
、
法
令
も
賦
役
も
な
い
。
人
々
の
寿
命
は
長
く
、
多
く
の
も
の
が
百
歳
を
越
え
た
。
盗
み
を
好
み
、
互
い
に
略
奪
し
あ

っ
た
。
彼
ら
は
、
復
讐
す
る
こ
と
を
最
も
重
ん
じ
た
。
復
讐
を
い
ま
だ
に
果
た
せ
て
い
な
い
も
の
は
、
蓬
の
よ
う
に
髪
を
ふ
り
乱
し
、
垢
ま

み
れ
の
顔
で
、
裸
足
の
ま
ま
過
ご
し
、
草
を
食
べ
る
。
復
讐
を
遂
げ
た
後
に
、
よ
う
や
く
普
通
の
生
活
に
戻
る
。
男
女
は
、
皮
衣
と
粗
い
繊

維
の
衣
服
を
着
用
し
、
毛
織
物
を
ま
と
っ
た
。
ヤ
ク
、
ウ
シ
、
ウ
マ
、
ロ
バ
、
ヒ
ツ
ジ
を
牧
畜
し
て
食
べ
、
耕
作
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
地

は
寒
く
、
五
月
に
草
が
生
え
八
月
に
霜
が
お
り
た
。
文
字
は
な
く
、
草
木
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
歳
時
を
識
別
し
た
。
三
年
に
一
度
、
互
い

に
集
ま
り
、
牛
と
羊
を
殺
し
て
天
を
祀
っ
た
。
他
国
か
ら
麦
を
得
て
酒
を
醸
造
し
た
。
父
親
の
妾
、
伯
母
・
叔
母
、
兄
嫁
、
息
子
や
弟
の
妻

を
、
妻
と
な
し
た
が
、
た
だ
同
姓
の
女
性
は
娶
ら
な
か
っ
た
。
年
老
い
て
亡
く
な
っ
た
場
合
、
子
孫
達
は
泣
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幼
く

し
て
亡
く
な
る
と
、
夭
枉
と
称
し
て
、
家
族
は
悲
し
ん
だ
（
『
旧
唐
書
』
党
項
伝
）
。 

貞
観
三
年
（
六
二
九
）
、
南
会
州
都
督
の
鄭
元
璹
は
使
者
を
派
遣
し
て
降
服
す
る
よ
う
に
説
得
し
た
の
で
、
党
項
の
酋
長
・
細
封
歩
頼
が

部
落
を
挙
げ
て
降
服
し
た
。
太
宗
が
璽
を
押
し
た
詔
を
下
し
て
彼
ら
を
慰
撫
し
た
の
で
、
細
封
歩
頼
は
こ
れ
よ
り
入
朝
し
、
太
宗
か
ら
与
え

ら
れ
る
宴
や
賜
わ
り
も
の
は
、
他
と
は
違
っ
て
別
格
で
あ
っ
た
。
太
宗
は
細
封
歩
頼
の
領
地
を
軌
州
と
な
し
、
細
封
歩
頼
に
刺
史
を
授
与
し

た
。
細
封
歩
頼
は
、
兵
を
率
い
て
吐
谷
渾
を
討
伐
し
た
い
と
請
願
し
た
。
そ
の
後
、
酋
長
達
が
こ
と
ご
と
く
内
属
し
た
の
で
、
そ
の
地
を
崌

州
、
奉
州
、
厳
州
、
遠
州
の
四
つ
の
州
と
な
し
、
首
領
た
ち
を
刺
史
に
任
じ
た
。 

 

拓
拔
赤
辞
と
い
う
も
の
が
お
り
、
初
め
は
吐
谷
渾
に
臣
従
し
て
い
た
。
吐
谷
渾
の
慕
容
伏
允
が
、
赤
辞
を
厚
遇
し
て
通
婚
し
た
の
で
、
諸
々

の
羌
族
は
す
で
に
唐
に
帰
順
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
辞
だ
け
が
ひ
と
り
唐
に
帰
順
し
て
こ
な
か
っ
た
。
李
靖
が
吐
谷
渾
を
討
伐
し
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た
時
、
赤
辞
は
狼
道
峡
に
駐
屯
し
て
唐
軍
に
抵
抗
し
た
。
廓
州
刺
史
の
久
且
洛
生
が
、
赤
辞
を
説
得
し
て
降
伏
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
赤
辞

は
「
吐
谷
渾
王
は
私
の
こ
と
を
腹
心
と
し
て
遇
し
て
く
れ
て
い
る
。
他
の
も
の
な
ど
知
ら
ぬ
。
も
し
速
や
か
に
こ
の
場
か
ら
立
ち
去
ら
な
い

の
な
ら
、
お
ま
え
を
斬
り
殺
し
て
私
の
刀
を
穢
す
こ
と
に
な
る
ぞ
。
」
と
言
い
返
し
て
き
た
の
で
、
久
且
洛
生
は
怒
り
、
軽
騎
兵
を
率
い
て

粛
遠
山
で
赤
辞
を
撃
破
し
、
数
百
級
を
斬
首
し
て
雑
畜
六
千
を
捕
獲
し
た
。
太
宗
は
、
こ
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
降
服
す
れ
ば
生
命
の
保
障
を

し
た
の
で
、
赤
辞
の
従
子
・
思
頭
は
、
ひ
そ
か
に
唐
に
帰
順
し
、
そ
の
部
下
の
拓
拔
細
豆
も
ま
た
降
伏
し
た
。
赤
辞
は
宗
族
が
離
反
し
て
し

ま
っ
た
の
で
次
第
に
自
ら
も
帰
順
す
る
こ
と
を
望
み
、
岷
州
都
督
の
劉
師
立
も
帰
順
を
勧
誘
し
た
の
で
、
赤
辞
は
思
頭
と
と
も
に
唐
に
内
属

し
た
。
そ
こ
で
、
太
宗
は
こ
の
地
を
懿
州
・
嵯
州
・
麟
州
・
可
州
な
ど
三
十
二
の
州
と
な
し
、
松
州
を
都
督
府
と
な
し
て
、
赤
辞
を
西
戎
州

都
督
に
抜
擢
し
、
李
姓
を
賜
わ
っ
た
（
『
新
唐
書
』
巻
四
三
地
理
志
）
。
そ
れ
以
後
、
党
項
か
ら
の
朝
財
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
黄
河
の
源
流
に
あ
る
積
石
山
か
ら
東
の
地
は
す
べ
て
中
国
の
領
地
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
吐
蕃
が
次
第
に
隆
盛
し
た
の
で
、
拓

拔
は
恐
れ
て
内
地
へ
の
移
住
を
請
願
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
慶
州
に
静
辺
な
ど
の
州
を
設
置
し
て
党
項
を
こ
こ
に
住
ま
わ
せ
た
。
こ
の
地
が

吐
蕃
の
領
土
と
化
す
と
、
こ
の
地
に
住
ん
で
い
る
も
の
は
み
な
吐
蕃
に
従
属
す
る
事
と
な
り
、
さ
ら
に
弭
薬
（
ミ
‐
ニ
ャ
ク
）

(

2)

と
号
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
黒
党
項
と
い
う
部
族
も
い
た
。
黒
党
項
は
、
赤
水
の
西
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
部
族
長
は
、
敤
善
王
と
号
し
、
吐
谷
渾
の
王
・
慕
容

伏
允
が
李
靖
の
軍
に
敗
北
し
て
こ
の
地
に
逃
走
し
て
き
た
時
に
は
、
伏
允
は
敤
善
王
を
頼
っ
て
き
た
。
吐
谷
渾
が
唐
に
服
従
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
敤
善
王
も
ま
た
朝
財
し
て
き
た
。
雪
山
に
住
ん
で
い
る
も
の
た
ち
を
破
丑
氏
と
い
っ
た
。 

 

白
蘭
羌

(

3)

と
い
う
部
族
が
い
た
。
吐
蕃
は
こ
れ
を
丁
零
と
呼
ん
で
い
た
。
白
蘭
羌
は
、
そ
の
左
の
部
族
が
党
項
に
属
し
、
右
の
部
族
は

多
弥

(

4)

と
隣
接
し
て
い
た
。
勝
兵
を
一
万
人
擁
し
、
戦
闘
に
お
い
て
勇
敢
に
戦
い
、
用
兵
を
善
く
す
る
と
こ
ろ
は
、
民
族
的
に
党
項
と
同

じ
で
あ
っ
た
。
武
徳
六
年
（
六
二
三
）
、
使
者
が
入
朝
し
た
。
翌
年
、
高
祖
は
こ
の
地
を
維
州
と
恭
州
の
二
州
と
な
し
た
。
貞
観
六
年
（
六
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三
二
）
、
契
苾
数
十
万
と
と
も
に
内
属
し
た
。
永
徽
年
間
（
六
五
〇
～
六
五
六
）
に
は
、
特
浪
の
生
羌
の
卜
楼
と
大
首
領
・
凍
就

(

5)

が
部
衆

を
率
い
て
到
来
し
、
内
属
し
た
の
で
、
そ
の
地
を
剣
州
と
な
し
た
。 

 

龍
朔
年
間
（
六
六
一
～
六
六
三
）
以
後
、
白
蘭
、
舂
桑
、
白
狗
羌
が
吐
蕃
の
臣
下
と
な
り
、
吐
蕃
に
兵
士
を
提
供
し
て
そ
の
先
鋒
に
な
っ

た
。
白
狗
と
東
会
州
は
隣
接
し
、
勝
兵
は
わ
ず
か
に
千
人
で
あ
っ
た
。
西
北
に
い
る
も
の
で
天
授
年
間
（
六
九
〇
～
六
九
二
）
の
間
に
内
附

し
た
も
の
は
、
戸
数
に
し
て
約
二
十
万
だ
っ
た
。
唐
は
、
そ
の
地
を
朝
州
・
呉
州
・
浮
州
・
帰
州
な
ど
の
十
州
と
な
し
、
霊
州
と
夏
州
の
間

に
散
居
さ
せ
た
。
至
徳
年
間
の
末
（
七
五
七
）
、
党
項
は
吐
蕃
に
誘
わ
れ
、
吐
蕃
の
ス
パ
イ
と
な
っ
て
辺
境
地
帯
を
略
奪
し
た
。
し
か
し
、

彼
ら
は
急
に
後
悔
し
て
来
朝
し
、
霊
州
の
軍
糧
運
送
を
援
助
し
た
い
と
請
願
し
た
。
乾
元
年
間
（
七
五
八
～
七
六
〇
）
、
安
史
の
乱
が
原
因

で
中
国
が
し
ば
し
ば
乱
れ
た
の
で
、
党
項
は
邠
州
と
寧
州
に
入
寇
し
た
。
粛
宗
は
、
郭
子
儀
に
詔
し
て
朔
方
・
邠
寧
・
鄜
坊
の
三
節
度
使
の

任
務
を
統
轄
さ
せ
て
、
鄜
州
刺
史
の
杜
冕
と
邠
州
刺
史
の
桑
如
珪
に
二
部
隊
に
分
け
て
出
撃
さ
せ
た
。
郭
子
儀
が
邠
州
・
寧
州
に
到
着
す
る

と
、
党
項
は
潰
走
し
た
。 

上
元
元
年
（
七
六
〇
）
、
涇
州
・
隴
州
の
部
落
十
万
人
が
、
鳳
翔
節
度
使
の
崔
光
遠
の
も
と
に
来
て
降
伏
し
た
。
上
元
二
年
（
七
六
一
）
、

党
項
は
渾
・
奴
刺
と
連
合
し
て
、
宝
鶏
を
襲
撃
し
、
吏
民
を
殺
害
し
て
負
物
を
掠
め
取
っ
た
。
大
散
関
（
宝
鶏
の
南
）
を
焼
き
、
鳳
州
に
入

寇
し
て
、
刺
史
の
蕭
栧
、
節
度
使
の
李
鼎
が
こ
れ
を
追
撃
し
た
。
翌
年
、
党
項
が
ま
た
梁
州
を
攻
撃
し
た
の
で
、
刺
史
の
李
勉
は
逃
走
し
た
。

こ
の
た
め
党
項
は
奉
天
ま
で
進
撃
し
、
華
原
・
同
官
を
大
い
に
略
奪
し
て
去
っ
た
。
詔
し
て
、
蔵
希
譲
を
李
勉
に
代
え
て
刺
史
と
な
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
帰
順
・
乾
封
・
帰
義
・
順
化
・
和
寧
・
和
義
・
保
善
・
寧
定
・
羅
雲
・
朝
鳳
の
お
よ
そ
十
州
の
部
落
が
蔵
希
譲
を
訪
れ
、

よ
し
み
を
通
じ
て
節
と
印
を
乞
う
た
の
で
、
詔
し
て
こ
れ
を
認
め
た
。 

 

僕
固
懐
恩
が
叛
い
た
時
（
広
徳
二
年
＝
七
六
四
年
）
、
懐
恩
は
党
項
・
渾
・
奴
刺
を
誘
っ
て
入
寇
し
た

(

6)

。
僕
固
懐
恩
は
数
万
の
兵
を
率

い
て
鳳
翔
と
盩
厔
を
略
奪
し
た
。
党
項
の
大
酋
長
の
鄭
廷
と
郝
徳
は
同
州
に
入
寇
し
た
の
で
、
同
州
刺
史
の
韋
勝
は
逃
走
し
た

(

7)

。
節
度
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使
の
周
智
光
は
、
鄭
廷
ら
を
澄
城
で
撃
破
し
た
。
一
ヵ
月
後
、
鄭
廷
ら
が
ま
た
同
州
に
入
寇
し
、
官
庁
お
よ
び
民
間
の
家
屋
を
焼
き
、
馬
蘭

山
に
塞
を
築
い
た
。
郭
子
儀
は
軍
勢
を
派
遣
し
て
こ
れ
を
襲
撃
し
、
退
却
し
て
三
堡
を
保
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
郭
子
儀
は
慕
容
休
明
を
派
遣

し
て
、
鄭
廷
と
郝
徳
を
諭
さ
せ
て
降
伏
さ
せ
た
。 

 

郭
子
儀
は
、
党
項
と
吐
谷
渾
の
部
落
を
塩
州
・
慶
州
な
ど
の
州
に
分
散
さ
せ
て
住
ま
わ
せ
た
。
そ
れ
ら
の
地
と
吐
蕃
が
非
常
に
近
く
、
互

い
に
連
合
し
て
脅
威
に
な
り
や
す
か
っ
た
の
で
、
上
表
し
て
、
静
辺
州
都
督
、
夏
州
・
楽
容
な
ど
の
六
つ
の
府
の
党
項
を
銀
州
の
北
、
夏
州

の
東
に
移
動
さ
せ
、
寧
朔
州
の
吐
谷
渾
を
夏
州
の
西
に
住
ま
わ
せ
て
、
引
き
離
し
て
唐
の
脅
威
に
な
ら
な
い
よ
う
防
い
だ
。
静
辺
州
の
大
首

領
、
左
羽
林
大
将
軍
の
拓
拔
朝
光
ら
五
人
の
刺
史
を
召
し
て
入
朝
さ
せ
、
厚
く
賜
わ
り
も
の
を
与
え
て
帰
還
さ
せ
、
各
々
の
部
族
を
安
ん
じ

さ
せ
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
、
慶
州
に
は
、
破
丑
氏
族
が
三
部
族
、
野
利
氏
族
が
五
部
族
、
把
利
氏
族
が
一
部
族
お
り
、
お
の
お
の
吐
蕃
と
婚

姻
し
て
互
い
に
援
助
し
あ
っ
て
い
た
の
で
、
吐
蕃
の
賛
普
は
、
こ
れ
ら
を
王
と
し
た
。
こ
の
た
め
辺
境
地
帯
が
乱
れ
る
こ
と
十
年
餘
に
及
ん

だ
。
郭
子
儀
は
上
表
し
、
工
部
尚
書
の
路
嗣
恭
を
朔
方
留
後
、
将
作
尐
監
の
梁
進
用
を
押
党
項
部
落
使
と
し
、
行
慶
州
を
設
置
さ
せ
た
。
さ

ら
に
郭
子
儀
は
「
党
項
は
、
ひ
そ
か
に
吐
蕃
と
結
ん
で
事
変
を
起
こ
そ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
党
項
に
使
者
を
派
遣
し
、
こ
れ
を

招
慰
し
て
謀
叛
の
機
会
を
取
り
除
く
べ
き
で
す
。
ま
た
梁
進
用
を
慶
州
刺
史
に
任
命
し
、
厳
し
く
警
邏
さ
せ
て
、
党
項
と
吐
蕃
と
の
交
通
路

を
遮
断
す
べ
き
で
す
。
」
と
進
言
し
た
。
代
宗
は
、
郭
子
儀
の
意
見
を
も
っ
と
も
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
郭
子
儀
は
上
表
し
て
、
静
辺
、

芳
池
、
相
興
の
三
州

(

8)

に
都
督
と
長
史
を
置
き
、
永
平
、
旭
定
、
清
寧
、
寧
保
、
忠
順
、
静
塞
、
万
吉
な
ど
の
七
つ
の
州
に
都
督
府
を
そ

れ
ぞ
れ
置
く
よ
う
進
言
し
た
。
こ
こ
に
至
り
、
破
丑
、
野
利
、
把
利
の
三
部
族
と
、
思
楽
州
の
刺
史
・
拓
拔
乞
梅
ら
は
、
み
な
入
朝
し
、
宜

定
州
刺
史
の
折
磨
布
落
、
芳
池
州
の
野
利
部
は
、
並
び
に
綏
州
、
延
州
に
移
さ
れ
た
。 

 

大
暦
の
末
、
野
利
禿
羅
都
と
吐
蕃
が
結
ん
で
叛
き
、
他
の
部
族
に
も
謀
叛
を
け
し
か
け
た
が
、
他
部
族
は
こ
れ
に
呼
応
し
な
か
っ
た
。
郭

子
儀
が
、
野
利
禿
羅
都
を
撃
っ
て
、
禿
羅
都
を
斬
っ
た
の
で
、
野
利
景
庭
、
野
利
剛
は
、
部
族
数
千
人
を
率
い
て
雞
子
川
に
お
い
て
帰
順
し
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た
。
六
州
の
部
落
と
い
う
の
は
、
野
利
越
詩
、
野
利
龍
児
、
野
利
厥
律
、
児
黄
、
野
海
、
野
窣
な
ど
で
、
慶
州
に
住
ん
で
い
る
も
の
を
東
山

部
と
号
し
、
夏
州
の
も
の
を
平
夏
部
と
号
し
た
。
永
泰
年
間
（
七
六
五
～
七
六
六
）
の
後
、
党
項
は
次
第
に
石
州
に
移
動
し
た
が
、
そ
の
後
、

永
安
の
将
・
阿
史
那
思 

に
よ
る
税
の
取
立
て
が
際
限
な
か
っ
た
の
で
、
つ
い
に
耐
え
切
れ
ず
、
党
項
は
河
西
に
逃
走
し
た
。 

元
和
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
の
時
、
客
州
を
復
置
し
て
党
項
を
護
っ
た
が
、
大
和
年
間
の
中
頃
に
な
る
と
党
項
は
次
第
に
強
盛
に
な
り
、

し
ば
し
ば
国
境
地
帯
を
略
奪
し
た
。
党
項
は
、
武
器
や
防
具
が
鈍
く
て
粗
末
な
の
で
、
唐
兵
の
武
器
の
精
強
さ
を
恐
れ
、
良
馬
を
売
っ
て
は

鎧
を
買
い
、
良
い
羊
を
売
っ
て
は
弓
矢
を
購
入
し
た
。
そ
こ
で
、
党
項
を
危
険
視
し
た
鄜
坊
道
軍
糧
使
の
李
石
が
上
表
し
、
商
人
が
、
軍
旗
、

甲
冑
、
種
々
の
武
器
を
持
っ
て
党
項
の
部
落
に
入
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
も
し
密
告
し
た
も
の
が
い
た
ら
、
そ
の
密
告
者
に
罪
人
の
負
産
を

没
収
し
、
褒
美
と
し
て
与
え
た
。
開
戏
年
間
（
八
三
六
～
八
四
〇
）
の
末
に
な
る
と
、
党
項
部
族
は
い
よ
い
よ
盛
ん
に
な
り
、
富
裕
な
商
人

が
絹
織
物
を
持
ち
込
み
、
党
項
か
ら
ヒ
ツ
ジ
・
ウ
マ
を
買
い
入
れ
た
。
藩
鎮
の
役
人
は
そ
れ
に
便
乗
し
て
、
ヒ
ツ
ジ
・
ウ
マ
を
無
理
や
り
売

ら
せ
て
代
価
を
与
え
な
い
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
党
項
の
部
族
民
は
怒
り
、
互
い
に
誘
い
あ
っ
て
反
乱
を
起
こ
し
、
霊
州
、
塩
州
に
攻
め

込
ん
だ
の
で
道
が
不
通
に
な
っ
た
。
武
宗
は
侍
御
史
を
使
招
定
に
任
じ
、
三
印
に
分
け
、
邠
州
、
寧
州
、
延
州
を
崔
彦
曾
に
属
さ
せ
、
塩
州
、

夏
州
、
長
澤
を
李
鄠
に
属
さ
せ
、
霊
武
、
麟
州
、
勝
州
を
鄭
賀
に
属
さ
せ
て
、
み
な
に
緋
衣
と
銀
魚
の
印
を
賜
わ
っ
た
が
、
功
を
奏
さ
な
か

っ
た
（
『
旧
唐
書
』
党
項
伝
は
、
こ
こ
で
終
わ
る
）
。 

宠
宗
の
大
中
四
年
（
八
五
〇
）
、
党
項
が
邠
州
と
寧
州
を
略
奪
し
た
の
で
、
鳳
翔
節
度
使
の
李
業
、
河
東
節
度
使
の
李
拭
に
詔
し
て
節
度

し
て
い
る
軍
勢
を
併
せ
て
、
こ
れ
を
討
伐
す
る
よ
う
命
令
し
、
宰
相
の
白
敏
中
を
都
統
と
な
し
た
。
宠
宗
が
近
苑
に
出
向
い
た
と
こ
ろ
、
あ

る
も
の
が
一
本
の
竹
を
屋
外
に
植
え
て
い
た
。
見
る
と
、
そ
の
竹
は
、
わ
ず
か
一
尺
の
高
さ
で
、
宠
宗
か
ら
百
歩
ば
か
り
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。

宠
宗
は
矢
の
命
中
の
戏
否
に
こ
と
よ
せ
て
言
っ
た
。
「
党
羌
は
、
い
ま
や
追
い
つ
め
ら
れ
た
敵
だ
が
、
窮
地
に
陥
り
な
が
ら
も
、
な
お
年
ご

と
に
唐
の
辺
境
を
荒
ら
し
て
い
る
。
い
ま
私
は
約
束
し
よ
う
。
も
し
竹
の
ま
ん
中
に
命
中
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
党
項
は
ま
さ
に
、
お
の
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ず
か
ら
滅
び
る
で
あ
ろ
う
。
命
中
し
な
け
れ
ば
、
私
は
天
下
の
兵
を
求
め
て
党
項
を
殲
滅
し
よ
う
。
こ
の
賊
に
子
孫
を
残
さ
せ
な
い
ぞ
。
」 

近
臣
た
ち
が
注
目
す
る
な
か
、
宠
宗
が
ひ
と
た
び
矢
を
放
つ
と
、
竹
が
割
れ
、
矢
が
貫
通
し
た
の
で
、
近
臣
ら
は
万
歳
と
叫
ん
だ
（
『
唐
語

林
』
巻
四
豪
爽

(

9)

）
。
一
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
羌
は
果
た
し
て
破
れ
滅
び
、
残
党
は
南
山
に
逃
亡
し
た
。 

 

初
め
天
寶
年
間
（
七
四
二
～
七
五
六
）
の
末
に
、
平
夏
部
の
族
長
、
拓
拔
思
寂(

10)

が
戦
功
を
上
げ
た
の
で
、
容
州
刺
史
、
天
柱
軍
使
に

抜
擢
し
た
。
思
寂
の
子
孫
の
拓
拔
思
恭
が
、
咸
通
年
間
（
八
六
〇
～
八
七
四
）
の
末
に
、
ひ
そ
か
に
客
州
を
占
領
し
て
刺
史
を
自
称
し
た
。

黄
巣
が
長
安
に
侵
入
し
た
の
で
、
拓
拔
思
恭
は
鄜
州
刺
史
の
李
孝
昌
と
と
も
に
壇
を
築
い
て
犠
牲
を
供
え
、
賊
を
討
伐
す
る
事
を
誓
っ
た
。

僖
宗
は
こ
れ
を
賢
明
な
行
為
と
し
、
思
恭
を
左
武
衛
将
軍
、
権
知
夏
綏
銀
節
度
事
に
任
命
し
た
。
拓
拔
思
恭
が
、
王
橋
に
留
ま
っ
た
時
に
黄

巣
に
打
ち
破
ら
れ
た
が
、
鄭
畋
ら
四
人
の
節
度
使
と
と
も
に
盟
約
し
て
渭
橋
に
駐
屯
し
た
。
中
和
二
年
（
八
八
二
）
、
詔
し
て
拓
拔
思
恭
を

京
城
西
面
都
統
、
検
校
司
空
、
同
中
書
門
下
平
章
事
に
任
命
し
た
。
に
わ
か
に
思
恭
を
昇
進
さ
せ
て
、
四
面
都
統
、
権
知
京
兆
尹
と
な
し
た
。

黄
巣
が
平
定
さ
れ
る
と
、
思
恭
に
太
子
太
傅
を
兼
ね
さ
せ
、
夏
国
公
に
封
じ
て
、
李
姓
を
賜
わ
っ
た
。
嗣
襄
王
熅
の
乱
が
勃
発
す
る
と
、
拓

拔
思
恭
に
詔
を
下
し
て
賊
を
討
伐
さ
せ
た
が
、
軍
勢
が
出
撃
す
る
前
に
、
思
恭
は
亡
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
思
恭
の
弟
の
思
諫
を
代
わ
り
に

定
難
節
度
使
に
任
じ
、
も
う
一
人
の
弟
の
思
孝
を
保
大
節
度
使
、
鄜
・
坊
・
丹
・
翟
な
ど
の
州
の
観
察
使
、
な
ら
び
に
検
校
司
徒
、
同
中
書

門
下
平
章
事
に
任
命
し
た
。
王
行
瑜
が
叛
く
と
、
思
孝
を
北
面
招
討
使
に
任
命
し
、
思
諫
を
東
北
面
招
討
使
に
任
じ
た
。
思
孝
も
ま
た
、
こ

の
反
乱
に
よ
っ
て
鄜
州
を
取
り
、
つ
い
に
節
度
使
と
な
り
、
累
進
し
て
侍
中
も
兼
ね
た
が
、
年
老
い
た
た
め
に
弟
の
思
敬
を
推
薦
し
て
保
大

軍
兵
馬
留
後
と
な
し
、
に
わ
か
に
節
度
使
と
な
し
た
。 

註 （
１
）
「
拓
拔
氏
」
に
つ
い
て
は
岡
崎
精
郎
一
九
七
二:

一
二
～
一
五
等
を
参
照
。 

（
２
）
弭
薬
に
つ
い
て
は
西
田
龍
雄
一
九
七
〇:

六
五
～
六
七
を
参
照
。 

 



 92 

（
３
）
白
蘭
に
つ
い
て
は
山
口
瑞
鳳
一
九
七
一
を
参
照
。 

（
４
）
多
弥
に
つ
い
て
は
岡
崎
一
九
七
二:

二
七
、
岡
崎
一
九
八
三:

二
八
八
注
二
六
、
注
三
〇
、
佐
藤
長
一
九
七
八:

三
四
五
を
参
照
。 

（
５
）「
特
浪
の
生
羌
の
卜
楼
と
大
首
領
・
凍
就
」
は
、
永
徽
二
年
の
出
来
事
（
『
唐
会
要
』
巻
九
八
白
狗
羌
）
と
永
徽
五
年
の
出
来
事
（
『
冊

府
元
亀
』
巻
九
七
七
外
臣
部
降
附
）
を
一
つ
に
ま
と
め
て
記
し
て
い
る
。
岡
崎
精
郎
一
九
八
三:

四
六
注
三
三
。 

（
６
）
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
十
月
、
僕
固
懐
恩
は
反
乱
を
起
こ
す
と
、
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
・
党
項
な
ど
と
連
合
し
て
西
北
に
入
寇
し
た
。 

（
７
）
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
三
・
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
十
月
癸
亥
条
。 

 
 

（
８
）
『
文
献
通
考
』
巻
三
三
四
、
岡
崎
精
郎
一
九
七
二:

四
三
。 

 
 

 
 

 

（
９
）
『
唐
語
林
校
証
』
上
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
。 

 
 

 
 

 

（

10
）
拓
拔
思
寂
に
つ
い
て
は
岡
崎
精
郎
一
九
八
四:

四
二
注
六
四
を
参
照
。 

 

 

東
女
国 

東
女
国

(

1)

は
、
蘇
伐
刺
拏
瞿
咀
羅
（
ス
ヴ
ァ
ル
ナ
ゴ
ト
ラ
）

(

2)

と
も
い
い
、
羌
族
の
別
種
で
あ
る
。
西
海
（
イ
ン
ド
洋
）
に
も
、
女
の

王
を
戴
く
国
が
あ
る
の
で
、
区
別
す
る
た
め
に
「
東
」
を
つ
け
る
。
東
は
吐
蕃
、
党
項
、
茂
州
（
四
川
省
）
に
接
し
、
西
は
三
波
訶
国

(

3)

に
属
し
、
北
に
は
于
闐
、
東
南
は
雅
州
の
羅
女
蛮
、
白
狼
夷
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
国
の
面
積
は
、
東
西
に
九
日
、
南
北
に
二
十
日
行
程
の

広
さ
で
あ
っ
た
。
八
十
の
城
を
有
し
、
女
を
君
主
に
戴
い
て
い
る
。
康
延
川
に
住
み
、
険
し
い
土
地
が
四
方
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
弱
水
が

南
に
流
れ
て
い
る
。
人
々
は
革
を
縫
い
あ
わ
せ
て
船
を
造
っ
た
。
戸
数
は
四
万
戸
で
、
勝
兵
は
一
万
人
で
あ
っ
た
。
王
の
こ
と
を
「
賓
就
」

と
い
い
、
官
の
こ
と
を
「
高
覇
黎
」

(

4)

と
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
宰
相
に
相
当
し
た
。
外
廷
に
い
る
役
人
は
、
男
子
を
こ
れ
に
あ
て
た
。
お

よ
そ
号
令
は
女
官
が
内
廷
か
ら
伝
え
、
男
の
役
人
が
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
实
行
に
移
し
た
。
王
の
侍
女
は
数
百
人
お
り
、
王
は
五
日
に
一
度
、
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政
務
を
と
り
行
っ
た
（
『
隋
書
』
巻
八
三
西
域
・
女
国
伝
）
。
王
が
亡
く
な
る
と
、
国
人
は
金
銭
数
万
を
王
族
に
納
め
、
王
族
の
中
か
ら
淑
女

二
人
を
求
め
て
、
そ
の
う
ち
の
年
長
者
を
大
王
と
し
、
年
尐
者
を
小
王
と
な
し
た
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
七
南
蛮
・
東
女
伝
）
。
大
王
が
死
ぬ

と
、
小
王
を
後
継
ぎ
に
立
て
た
。
あ
る
い
は
、
姑
が
死
ぬ
と
嫁
が
そ
の
後
を
継
い
だ
。
王
位
の
簒
奪
は
な
か
っ
た
。
住
ま
い
は
み
な
重
屋
で
、

王
は
九
層
、
国
人
は
六
層
で
あ
っ
た
。
王
は
、
青
毛
の
綾
の
ス
カ
ー
ト
、
青
色
の
袍
を
着
用
し
た
が
、
服
の
袖
は
地
面
に
引
き
ず
っ
た
。
冬

は
子
羊
の
皮
衣
を
着
用
し
、
文
錦
で
飾
っ
た
。
小
さ
な
鬟
髻
を
つ
く
り
、
耳
に
は
璫
（
イ
ヤ
リ
ン
グ
）
を
た
ら
し
た
。
足
に
は 

 
 

 

（
皮

靴
）
を
履
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

と
は
履
き
物
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
国
の
習
俗
で
は
、
男
子
を
軽
ん
じ
た
。
身
分
の
高
い
女
性
は
み
な

男
を
従
者
と
し
て
有
し
て
い
た
。
侍
男
は
被
髪
で
顔
面
を
青
く
塗
り
、
た
だ
戦
争
と
耕
作
に
の
み
努
め
た
。
子
供
は
母
親
の
姓
に
従
っ
た
。

そ
の
地
は
寒
く
、
麦
を
よ
く
産
し
、
羊
馬
を
牧
畜
し
、
黄
金
を
産
出
し
た
。
風
俗
は
だ
い
た
い
天
竺
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
十
一
月
を
年
始
と

し
た
。
巫
者
は
十
月
に
山
中
に
詣
で
、
酒
か
す
と
麦
を
敶
き
、
ま
じ
な
い
を
言
っ
て
鳥
の
群
れ
を
呼
ぶ
。
に
わ
か
に
や
っ
て
来
る
鳥
が
あ
っ

て
、
そ
の
姿
は
鶏
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
腹
を
割
い
て
腹
の
中
を
見
、
腹
の
中
に
穀
物
が
あ
れ
ば
、
そ
の
年
は
豊
作
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な

け
れ
ば
災
厄
が
訪
れ
る

(

5)

。
そ
れ
で
、
こ
の
占
い
の
名
を
鳥
卜
と
い
っ
た
。
三
年
間
喪
に
服
し
、
衣
服
を
変
え
ず
、
く
し
け
ず
る
事
も
沐

浴
も
し
な
か
っ
た
。
貴
人
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
皮
膚
を
剥
ぎ
取
り
、
骨
を
甕
の
中
に
収
め
、
金
粉
を
塗
っ
て
、
墓
に
埋
め
る
（
『
隋
書
』

女
国
伝
）
。
王
を
葬
る
際
に
は
、
殉
死
す
る
も
の
は
数
十
人
に
及
ん
だ
。 

武
徳
年
間
（
六
一
八
～
六
二
六
）
に
、
王
の
湯
滂
氏
が
初
め
て
遣
使
し
て
入
財
し
た
。
高
祖
は
こ
れ
に
対
し
て
厚
く
報
い
た
が
、
西
突
厥

が
略
奪
す
る
の
で
通
じ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
貞
観
年
間
中
、
使
者
が
ま
た
や
っ
て
来
た
の
で
、
太
宗
は
璽
制
し
て
使
者
を
慰
撫
し

た
。
顕
慶
の
初
め
、
遣
使
し
て
、
高
覇
黎
の
文
と
王
子
の
三
盧
を
来
朝
さ
せ
た
の
で
、
高
宗
は
彼
ら
に
右
監
門
中
郎
将
を
授
与
し
た
。
王
の

斂
臂

レ

ン

ピ

が
、
大
臣
を
遣
わ
し
て
官
号
が
欲
し
い
と
請
願
し
た
の
で
、
則
天
武
后
は
斂
臂
を
冊
立
し
て
左
玉
鈐
衛
員
外
将
軍
を
授
与
し
、
瑞
錦
の

服
を
下
賜
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
四
外
臣
部
封
冊
二
）
。
天
授
と
開
元
の
間
、
王
と
王
子
が
再
び
来
朝
し
た
の
で
、
玄
宗
は
詔
し
て
宰
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相
と
と
も
に
長
安
の
曲
江
池
で
宴
を
し
、
王
の
曳
夫
を
封
じ
て
、
帰
昌
王
、
左
金
吾
衛
大
将
軍
と
な
し
た
。
後
に
は
男
子
を
王
と
な
し
た
（
『
冊

府
元
亀
』
巻
九
六
六
外
臣
部
継
襲
）
。 

貞
元
九
年
（
七
九
三
）
、
王
の
湯
立
悉
は
、
白
狗
君
、
及
び
、
哥
隣
君
の
董
臥
庭
、
逋
租
君
の
鄧
吉
知
、
南
水
君
の
薛
尚
悉
曩
、
弱
水
君

の
董
避
和
、
悉
董
君
の
湯
息
賛
、
清
遠
君
の
蘇
唐
磨
、
咄
覇
君
の
董
藐
蓬
と
と
も
に
、
み
な
で
剣
南
節
度
使
の
韋
皋
の
も
と
に
赴
き
、
唐
へ

の
内
附
を
希
望
し
た
。
そ
の
種
族
は
、
西
山
、
弱
水
に
散
居
し
、
自
ら
王
を
称
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
け
だ
し
小
さ
な
部
落
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
吐
蕃
に
河
西
・
隴
右
を
奪
わ
れ
た
後
、
こ
れ
ら
の
部
落
は
尽
く
吐
蕃
の
下
に
従
属
し
た
。
そ
の
部
落
は
数
千
戸
で
あ
っ
た
が
、
県
令
を

置
き
、
年
ご
と
に
絲
絮
（
絹
と
綿
）
を
吐
蕃
に
輸
出
し
た

(

6)

。
し
か
し
、
こ
こ
に
至
り
、
天
寶
の
時
に
天
子
か
ら
賜
わ
っ
た
詔
勅
を
取
り

出
し
て
韋
皋
に
献
上
し
た
。
韋
皋
は
、
東
女
の
民
人
を
維
州
、
覇
州
な
ど
に
住
ま
わ
せ
、
牛
や
糧
食
を
与
え
、
な
り
わ
い
を
治
め
さ
せ
た
。

湯
立
悉
ら
が
入
朝
す
る
と
、
官
禄
を
賜
わ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
差
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
松
州
羌
の
二
万
口
も
踵
を
接
し
て
内
附
し
て

き
た
。
湯
立
悉
ら
は
刺
史
を
与
え
ら
れ
、
み
な
代
々
官
職
を
世
襲
し
た
が
、
し
か
し
、
ひ
そ
か
に
吐
蕃
に
内
附
し
た
の
で
、
こ
れ
を
両
面
羌

と
称
し
た
。 

註 （
１
）
女
国
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
山
口
瑞
鳳
一
九
八
三:
二
二
五
～
二
三
四
。 

（
２
）
『
大
唐
西
域
記
』
巻
四
「
東
女
国
」
（
水
谷
真
戏
一
九
七
一:

一
五
六
、
季
羨
林
一
九
八
五:

四
〇
八
）
。 

（
３
）
三
波
訶
国
に
つ
い
て
は
佐
藤
長
一
九
五
八:

一
五
〇
、
一
九
九
を
参
照
。 

 
 

（
４
）
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
七
東
女
伝
で
は
高
覇
。 

（
５
）『
旧
唐
書
』
東
女
伝
で
は
「
鳥
の
腹
の
中
に
霜
や
雪
が
あ
っ
た
ら
翌
年
は
必
ず
災
厄
が
多
い
」
と
い
う
占
い
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
。 

（
６
）
『
旧
唐
書
』
東
女
伝
か
ら
補
っ
て
翻
訳
。 
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高
昌
（
ト
ル
フ
ァ
ン
） 

 

高
昌
は
長
安
の
西
四
千
餘
里
の
所
に
あ
り
、
国
土
の
面
積
は
東
西
八
百
里
、
南
北
五
百
里
で
、
お
よ
そ
二
十
一
の
城
を
有
し
て
い
た
。
首

都
の
交
河
城
は
、
漢
の
車
師
前
王
国
の
王
庭
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
田
地
城
は
戊
己
校
尉
の
治
所
で
あ
る
。
勝
兵
は
一
万
い
た
。
土
壌

は
肥
沃
で
、
麦
（
ム
ギ
）
、
イ
ネ
は
、
年
に
二
度
収
穫
で
き
た
（
二
毛
作
で
あ
っ
た
）
。
高
昌
に
は
白
疊
（
綿
花
）
と
い
う
名
前
の
草
が
あ
っ

た
。
人
々
は
白
疊
の
花

(

1)

を
摘
ん
で
織
り
、
布
を
作
っ
た
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
高
昌
伝
）
。
こ
の
国
の
風
俗
で
は
辮
髪
に
し
、
髪
の
毛

を
う
し
ろ
に
垂
ら
し
た
。 

 
 

 

高
昌
の
王
麴
伯
雅
は
、
隋
の
時
、
皇
帝
の
親
族
宇
文
氏
の
娘
を
妻
に
し
た
。
宇
文
氏
は
華
容
公
主
と
号
し
た
。
唐
の
武
徳
の
初
め
（
武
徳

二
年
）(

2)

麴
伯
雅
が
亡
く
な
り
、
息
子
の
文
泰
が
即
位
し
、
遣
使
し
て
伯
雅
の
死
を
告
げ
た
の
で
、
高
祖
は
使
者
に
命
じ
て
弔
問
さ
せ
た
。

五
年
後
の
武
徳
七
年

(

3)

、
高
昌
は
、
身
長
が
六
寸
、
体
長
が
一
尺
餘
の
犬
を
献
上
し
た
。
こ
の
犬
は
、
馬
の
手
綱
を
口
に
く
わ
え
て
先
導

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
燭
台
を
口
に
く
わ
え
る
こ
と
も
で
き
た
。
犬
は
拂
菻
が
原
産
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
中
国
は
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て

拂
菻
狗
を
有
す
る
事
に
な
っ
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
〇
外
臣
部
朝
財
三
）
。 

 

太
宗
が
即
位
す
る
と
、
高
昌
は
黒
狐
の
皮
衣
を
献
上
し
た
の
で
、
太
宗
も
そ
の
お
返
し
に
、
麴
文
泰
の
妻
宇
文
氏
に
華
鐏
（
花
か
ん
ざ
し
）

(

4)

を
一
つ
下
賜
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
宇
文
氏
も
太
宗
に
玉
盤
を
献
上
し
た
。
お
よ
そ
西
域
諸
国
の
動
静
は
、
高
昌
が
、
す
ぐ
に
こ
れ
を

唐
に
奏
上
し
た
（
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
）
。
貞
観
四
年
（
六
三
〇
）
、
麴
文
泰
が
来
朝
し
た
の
で
、
太
宗
は
礼
賜
を
甚
だ
篤
く
与
え
た
。
ま
た

文
泰
の
妻
の
宇
文
氏
が
李
王
审
の
皇
族
に
な
り
た
い
と
申
し
出
た
の
で
、
太
宗
は
詔
し
て
宇
文
氏
に
李
姓
を
賜
わ
り
、
常
楽
公
主
に
封
じ
た

（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
九
外
臣
部
入
覲
）
。 

 

こ
れ
よ
り
し
ば
ら
く
し
て
麴
文
泰
と
西
突
厥
が
通
好
し
た

(

5)

。
西
域
諸
国
は
朝
財
す
る
際
に
高
昌
を
通
過
し
た
が
、
こ
れ
以
後
、
使
者
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達
は
み
な
麴
文
泰
に
よ
っ
て
朝
財
路
を
遮
ら
れ
、
唐
へ
の
献
上
品
を
奪
い
取
ら
れ
た
。
伊
吾
（
ハ
ミ
）
は
、
以
前
西
突
厥
に
臣
従
し
て
い
た

が
、
唐
に
内
属
し
た
た
め
麴
文
泰
と
西
突
厥
の
葉
護
は
共
謀
し
て
伊
吾
を
攻
撃
し
た

(

6)

。
太
宗
は
詔
を
下
し
て
麴
文
泰
の
背
信
行
為
を
詰

問
し
、
高
昌
の
大
臣
冠
軍
・
阿
史
那
矩

(

7)

を
召
し
寄
せ
て
相
談
し
よ
う
と
し
た
が
、
麴
文
泰
は
太
宗
の
命
令
に
そ
む
き
、
阿
史
那
矩
を
唐

に
は
派
遣
せ
ず
、
代
わ
り
に
長
史
の
麴
雍
を
派
遣
し
て
謝
罪
し
た
。
初
め
隋
の
大
業
年
間
の
末
、
中
国
の
多
く
の
民
が
東
突
厥
に
亡
命
し
た

が
、
東
突
厥
の
頡
利
可
汗
が
敗
北
す
る
と
、
高
昌
に
亡
命
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
太
宗
は
詔
を
下
し
て
、
中
国
か
ら
高
昌
に
逃
亡
し
た
も
の

を
中
国
に
護
送
す
る
よ
う
麴
文
泰
に
命
じ
た
が
、
文
泰
は
彼
ら
を
高
昌
に
拘
留
し
て
中
国
に
帰
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
文
泰
は
西
突
厥
の
乙
毗

設
と
と
も
に
焉
耆
の
三
つ
の
城
を
撃
破
し
、
焉
耆
の
民
を
捕
虜
に
し
た
の
で
、
焉
耆
王
は
太
宗
に
高
昌
の
所
業
を
訴
え
た

(

8)

。
太
宗
は
、

虞
部
郎
中
の
李
道
裕
を
派
遣
し
て
麴
文
泰
の
行
状
を
詰
問
さ
せ
た
。
麴
文
泰
が
ま
た
遣
使
し
て
太
宗
に
謝
罪
し
た
の
で
、
太
宗
は
そ
の
使
者

を
引
見
し
叱
責
し
て
言
っ
た
。
「
お
ま
え
の
あ
る
じ
麴
文
泰
は
、
数
年
来
、
朝
財
を
し
て
こ
な
い
。
文
泰
に
は
臣
下
と
し
て
の
礼
が
な
い
。

勝
手
に
官
職
を
設
け
、
中
国
の
百
僚
を
僭
称
し
、
ま
ね
て
い
る
。
正
月
に
は
万
国
の
使
者
達
が
こ
と
ご
と
く
来
朝
し
た
が
、
麴
文
泰
は
来
な

か
っ
た
。
か
つ
て

(

9)

唐
の
使
節
が
高
昌
を
訪
れ
た
が
、
文
泰
は
唐
使
に
向
か
っ
て
横
柄
に
言
っ
た
。
『
鷹
が
天
に
舞
え
ば
雉
は
草
む
ら
に
隠

れ
る
。
猫
が
堂
で
遊
べ
ば
鼠
は
穴
の
中
に
逃
げ
て
安
ん
じ
る
。
お
の
お
の
、
そ
の
適
所
を
得
て
、
ど
う
し
て
心
を
楽
し
ま
せ
な
い
こ
と
が
あ

ろ
う
か
？

(

10)

』 

西
域
の
使
者
達
が
入
財
し
よ
う
と
す
る
と
、
高
昌
は
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
拘
束
す
る
。
ま
た
麴
文
泰
は
薛
延
陀
に
遣

使
し
て
、
こ
う
言
っ
た
そ
う
だ
な
。
『
あ
な
た
は
す
で
に
自
ら
可
汗
に
な
っ
た
。
唐
の
天
子
と
同
等
で
あ
る
。
な
ん
で
唐
の
使
節
に
拝
謁
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
か
？
』 

朕
は
来
年
、
軍
隊
を
お
こ
し
て
、
な
ん
じ
の
国
を
虜
に
す
る
。
帰
っ
て
、
な
ん
じ
の
あ
る
じ
に
言
う
が
よ
い
。

よ
く
自
ら
図
れ
、
と
な
。
」 

こ
の
時
、
薛
延
陀
の
可
汗
が
、
唐
軍
の
た
め
に
教
導
を
し
た
い

 
(

11)

と
請
願
し
て
き
た
。
そ
こ
で
民
部
尚
書
の

唐
倹
が
薛
延
陀
に
行
き
、
可
汗
と
か
た
く
約
し
た
。 

 

太
宗
は
ま
た
璽
書
を
下
し
て

(

12)

麴
文
泰
に
禍
福
を
示
し
、
入
朝
を
促
さ
せ
た
が
、
文
泰
は
つ
い
に
病
気
を
理
由
に
入
朝
し
な
か
っ
た
。
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そ
こ
で
太
宗
は
、
侯
君
集
を
拝
し
て
交
河
道
大
総
管
と
な
し
、
左
屯
衛
大
将
軍
の
薛
萬
均
、
薩
孤
呉
仁
を
そ
の
副
官
に
任
命
し
、
契
苾
何
力

を
葱
山
道
副
大
総
管
と
な
し
、
武
衛
将
軍
の
牛
進
達
を
行
軍
総
管
に
任
じ
て
、
突
厥
と
契
苾
の
騎
兵
数
万
騎
を
率
い
さ
せ
て
、
高
昌
を
討
伐

さ
せ
た
。
群
臣
は
太
宗
を
諫
め
た
。
万
里
も
行
軍
し
て
は
、
兵
士
の
志
気
を
得
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
に
、
天
界
の
絶
域
（
＝
高
昌
）
を
得

た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
守
り
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
言
っ
て
群
臣
は
太
宗
に
諫
言
し
た
が
、
太
宗
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
麴

文
泰
は
近
臣
に
言
っ
た
。「
昔
、
私
が
隋
に
入
朝
し
た
時
、
秦
隴
の
北
に
あ
る
城
邑
を
見
た
が
、
荒
れ
て
い
た
。
隋
の
時
代
の
比
で
は
な
い
。

唐
は
、
い
ま
高
昌
を
討
と
う
と
し
て
い
る
が
、
兵
が
多
け
れ
ば
兵
糧
は
及
ば
な
い
。
も
し
唐
軍
の
兵
力
が
三
万
以
下
な
ら
ば
、
私
は
よ
く
こ

れ
を
制
圧
す
る
事
が
で
き
よ
う
。
砂
漠
を
渡
れ
ば
唐
軍
は
疲
労
し
、
動
き
も
鈍
く
な
る
。
気
楽
に
唐
軍
の
疲
弊
を
待
ち
、
横
に
な
っ
て
敵
の

疲
弊
を
収
め
れ
ば
よ
い
だ
け
だ
。
」 

 

し
か
し
貞
観
十
四
年
（
六
四
〇
）
、
麴
文
泰
は
唐
軍
が
磧
口
に
達
し
た
と
い
う
事
を
聞
い
た
と
た
ん
、
動
悸
が
し
、
驚
き
ふ
る
え
あ
が
っ

て
、
は
か
り
ご
と
も
思
い
浮
か
ば
な
く
な
っ
た
。
文
泰
は
病
を
発
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
息
子
の
智
盛
が
即
位
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻

一
〇
〇
〇
外
臣
部
亡
滅
）
。 

 

侯
君
集
は
田
地
城
を
襲
撃
し
、
契
苾
何
力
が
先
鋒
部
隊
と
な
っ
て
死
に
物
狂
い
で
戦
っ
た
。
そ
の
夜
、
流
れ
星
が
城
中
に
墜
ち
た

 
(

13)

。

翌
日
、
田
地
城
は
陥
落
し
、
唐
軍
は
七
千
餘
人
を
捕
虜
に
し
た
。
中
郎
将
の
辛
獠
児
が
軽
騎
兵
を
率
い
て
夜
間
に
高
昌
の
都
に
迫
っ
た
の
で
、

麴
智
盛
は
侯
君
集
に
手
紙
を
送
っ
て
言
っ
た
。
「
天
子
に
対
し
て
罪
を
犯
し
た
の
は
先
王
の
文
泰
で
す
。
先
王
の
咎
は
深
く
、
罪
は
堆
積
し

て
い
ま
す
。
智
盛
は
位
を
継
い
で
ま
だ
日
が
浅
い
。
公
よ
、
ど
う
か
私
を
赦
し
て
く
だ
さ
い
。
」 

し
か
し
侯
君
集
は
答
え
て
い
っ
た
。
「
よ

く
過
ち
を
悔
い
る
も
の
は
、
後
ろ
手
に
縛
っ
て
軍
門
に
下
る
べ
き
だ
。
」 
智
盛
は
答
え
な
か
っ
た
。
唐
軍
は
出
撃
し
、
濠
を
埋
め
衝
車
を

引
き
、
投
石
器
か
ら
飛
ば
さ
れ
た
石
が
飛
ぶ
さ
ま
は
雤
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
城
内
の
人
々
は
大
い
に
震
撼
し
た
。 

智
盛
は
、
大
将
の
麴
士
義
に
都
に
留
ま
っ
て
町
を
守
護
す
る
よ
う
命
令
し
た
上
で
、
自
身
は
綰
曹
の
麴
徳
俊
と
と
も
に
唐
の
軍
門
を
訪
れ
、
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改
め
て
天
子
に
仕
え
た
い
と
懇
願
し
た
。
侯
君
集
は
、
智
盛
を
降
伏
さ
せ
よ
う
と
考
え
説
得
し
た
が
、
智
盛
の
言
葉
遣
い
が
傲
慢
だ
っ
た
の

で
、
薛
萬
均
が
急
に
顔
色
を
変
え
て
立
ち
上
が
り
、
「
先
に
城
を
奪
い
取
る
べ
き
で
あ
る
。
小
僧
と
話
し
て
も
話
し
に
な
ら
ん
！
」
と
言
っ

て
、
指
揮
旗
を
ふ
る
っ
て
唐
兵
に
進
撃
を
命
令
し
た
の
で
、
智
盛
は
汗
を
流
し
地
に
伏
し
、「
た
だ
、
公
の
命
令
に
従
い
ま
す
！
」
と
言
い
、

す
ぐ
に
降
伏
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
三
六
九
将
帥
部
攻
取
二
侯
君
集
）
。 

侯
君
集
は
軍
を
分
け
、
高
昌
を
ほ
ぼ
平
定
し
た
。
お
よ
そ
、
州
の
数
は
三
、
県
の
数
は
五
、
城
は
二
十
二
、
戸
は
八
千
、
人
口
は
三
万
、

馬
は
四
千
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
前
、
高
昌
の
人
々
は
童
謡
を
う
た
っ
て
い
た
。
「
高
昌
の
兵
は
霜
や
雪
の
よ
う
な
も
の
。
唐
軍
は
日
月
の

よ
う
だ
。
日
月
が
照
れ
ば
、
霜
と
雪
は
ほ
ど
な
く
自
ら
溶
け
て
消
滅
す
る
。
」 

文
泰
は
戯
れ
歌
を
歌
い
始
め
た
も
の
を
捕
ら
え
よ
う
と
し

た
が
、
結
局
、
捕
ま
え
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

戦
勝
報
告
が
長
安
に
届
け
ら
れ
る
と
、
太
宗
は
た
い
そ
う
喜
び
群
臣
を
宴
に
招
い
て
論
功
行
賞
を
行
っ
た
。
高
昌
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た

諸
都
市
を
ゆ
る
し
、
高
昌
の
地
に
州
県
制
を
設
置
し
て
西
昌
州
と
号
し
た
。
し
か
し
、
特
進
の
魏
徴
は
太
宗
を
諌
め
て
言
っ
た
。
「
陛
下
が

即
位
な
さ
れ
た
と
き
、
高
昌
は
真
っ
先
に
朝
謁
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
高
昌
は
商
胡
を
劫
略
し
、
財
献
を
遮
っ
た
た
め
に
高
昌
王
は

誅
殺
を
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
麴
文
泰
が
亡
く
な
り
、
罪
も
止
ま
り
ま
し
た
。
高
昌
の
民
を
慰
撫
し
、
そ
の
子
を
高
昌
の
王
に
立
て
、
罪
を
討

伐
し
て
民
を
慰
め
る
。
こ
れ
が
道
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
、
高
昌
の
地
を
利
し
て
、
常
時
そ
の
地
に
千
人
の
兵
を
駐
屯
さ
せ
、
数
年
に
一
度
、

駐
屯
兵
を
変
え
る
な
ら
ば
、
辺
境
に
派
遣
さ
れ
る
兵
士
は
、
装
備
や
旅
費
を
自
弁
で
用
意
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
親
戚
と
離
別
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
十
年
も
た
た
ぬ
う
ち
に
隴
西
（
甘
粛
省
）
が
空
虚
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
陛
下
は
結
局
、
高
昌
の
一
粒
の
穀
物
、
一
尺
の
絹
も
得
る

こ
と
な
く
、
中
国
の
軍
事
費
の
助
け
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
有
用
を
捨
て
無
用
に
力
を
費
や
す
と
い
う

こ
と
で
す
。
」 

し
か
し
、
太
宗
は
魏
徴
の
意
見
を
採
用
し
な
か
っ
た
（
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
）
。
西
昌
州
を
西
州
と
改
め
、
さ
ら
に
安
西
都

護
府
を
設
置
し
た
。
一
年
に
千
人
の
兵
を
徴
発
し
、
罪
人
を
送
っ
て
守
備
兵
に
あ
て
た
の
で
、
黄
門
侍
郎
の
褚
遂
良
は
太
宗
を
諫
め
て
い
っ
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た
。
「
昔
は
中
華
を
優
先
し
て
夷
狄
を
後
回
し
に
し
、
徳
化
を
広
め
る
よ
う
に
務
め
て
、
遠
方
の
こ
と
は
争
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ま
高
昌

は
誅
滅
さ
れ
、
中
国
の
威
光
は
四
方
の
夷
狄
を
動
か
し
ま
し
た
。
皇
帝
の
軍
隊
が
初
め
て
征
伐
し
て
か
ら
、
河
西
は
労
役
に
駆
り
出
さ
れ
て
、

急
い
で
米
を
運
び
、
ま
ぐ
さ
を
転
送
し
て
出
撃
の
準
備
を
整
え
る
の
で
、
十
軒
の
う
ち
九
軒
が
そ
う
し
た
仕
事
に
駆
り
出
さ
れ
て
貧
困
に
な

り
、
五
年
た
っ
て
も
い
ま
だ
に
回
復
し
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
た
一
年
に
駐
屯
兵
を
送
る
な
ら
、
荷
物
は
万
里
を
行
き
、
辺
防
の
た
め
に
去
る
も

の
は
、
そ
の
た
め
の
費
用
と
衣
装
を
自
分
で
調
達
す
る
た
め
に
、
自
分
の
食
べ
物
を
売
り
、
は
た
を
売
っ
て
ま
で
費
用
を
調
達
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
旅
程
の
途
上
で
死
亡
す
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
数
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
罪
人
は
、
法
を
犯
す
こ
と
に
始
ま
り
、
な
り
わ
い
を
捨

て
る
こ
と
に
終
わ
り
、
行
い
に
益
が
あ
り
ま
せ
ん
。
派
遣
し
た
兵
士
も
逃
亡
し
、
役
人
が
逮
捕
し
て
、
逮
捕
者
は
芋
づ
る
式
に
相
次
い
で
牽

か
れ
て
い
き
ま
す
。
張
掖
や
酒
泉
の
よ
う
に
、
敵
襲
を
知
ら
せ
る
土
煙
が
あ
が
り
、
烽
火
が
あ
が
っ
た
時
に
、
ど
う
し
て
、
そ
れ
よ
り
更
に

遠
い
高
昌
の
一
車
両
一
兵
卒
を
得
て
救
援
を
得
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
？ 

隴
右
、
河
西
か
ら
徴
発
す
る
だ
け
で
す
。
た
と
え
ば
、
中
国
内
地
の

河
西
を
自
分
の
腹
心
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
外
地
の
高
昌
は
他
人
の
手
足
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ど
う
し
て
中
華
を
消
耗
さ
せ
て
役
に
立

た
な
い
事
に
つ
か
え
る
の
で
す
か
？ 

む
か
し
陛
下
は
東
突
厥
の
頡
利
可
汗
や
吐
谷
渾
を
平
定
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
み
な
、
そ
の
故
地
に
君

主
を
推
戴
し
ま
し
た
。
罪
を
犯
せ
ば
こ
れ
を
誅
し
、
降
伏
す
れ
ば
こ
れ
を
存
続
さ
せ
る
。
こ
れ
が
、
多
く
の
蛮
族
が
陛
下
の
御
威
光
を
畏
れ
、

陛
下
の
徳
を
慕
う
理
由
で
す
。
い
ま
、
高
昌
を
治
め
る
べ
き
も
の
を
選
ん
で
推
戴
し
、
首
領
達
を
召
し
出
し
て
、
こ
と
ご
と
く
故
国
に
帰
還

さ
せ
、
長
く
中
国
の
垣
根
と
柱
に
な
す
べ
き
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
中
国
に
乱
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」 

褚
遂
良
は
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
太
宗

を
諫
め
た
が
、
こ
の
書
聞
は
太
宗
に
よ
っ
て
省
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
以
上
の
魏
徴
・
褚
遂
良
の
諫
言
は
『
貞
観
政
要
』
巻
九
安
辺

貞
観
十
四
年
条
）
。 

 

初
め
麴
文
泰
は
黄
金
を
も
っ
て
西
突
厥
の
欲
谷
設
に
篤
く
贈
物
を
し
、
危
急
の
際
に
は
お
互
い
に
表
裏
を
な
し
て
助
け
合
お
う
と
約
束
し

て
い
た
。
そ
こ
で
、
欲
谷
設
は
葉
護
を
可
汗
浮
図
城
に
駐
屯
さ
せ
た
。
し
か
し
、
侯
君
集
の
軍
勢
が
襲
来
す
る
と
欲
谷
設
は
恐
れ
て
援
軍
を
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出
撃
さ
せ
ず
、
つ
い
に
降
伏
し
た
。
そ
こ
で
、
太
宗
は
可
汗
浮
図
城
を
庭
州
と
し
た
。
焉
耆
は
太
宗
に
高
昌
に
奪
わ
れ
た
五
つ
の
城
を
返
し
、

駐
屯
軍
を
留
ま
ら
せ
て
守
っ
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。 

 

侯
君
集
は
石
に
刻
ん
で
功
を
記
さ
せ
、
長
安
に
凱
旋
し
た
。
智
盛
ら
高
昌
の
君
臣
た
ち
は
捕
虜
と
し
て
観
徳
殿
に
献
上
さ
れ
た
。
皇
帝
に

よ
る
礼
を
つ
く
し
た
酒
宴
が
と
り
行
わ
れ
、
三
日
間
宴
が
開
か
れ
た
。
高
昌
の
豪
傑
た
ち
を
中
国
に
移
し
、
智
盛
に
左
武
衛
将
軍
、
金
城
郡

公
、
弟
の
智
湛
に
右
武
衛
中
郎
将
、
天
山
郡
公
を
拝
し
た
。
麴
氏
は
、
国
を
伝
え
る
こ
と
九
世
代
、
百
三
十
四
年
に
し
て
滅
亡
し
た
。 

 

智
湛
は
、
麟
徳
年
間
中
に
左
驍
衛
大
将
軍
か
ら
西
州
刺
史
に
任
じ
ら
れ
、
亡
く
な
っ
た
。
死
後
、
涼
州
都
督
を
贈
ら
れ
た
。
智
湛
に
は
、

昭
と
い
う
息
子
が
い
た
。
昭
が
勉
強
好
き
な
の
で
、
珍
し
い
書
物
が
あ
る
と
、
母
親
は
息
子
の
た
め
に
箱
の
中
か
ら
お
金
を
持
ち
出
し
、「
珍

し
い
本
が
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
息
子
の
た
め
に
お
金
を
惜
し
も
う
か
」
と
言
っ
て
、
書
物
を
こ
と
ご
と
く
買
い
求
め
て
や
っ
た
。
昭
は
司
膳

卿
を
歴
任
し
た
が
、
文
章
が
非
常
に
う
ま
か
っ
た

 
(

14)

。
そ
の
弟
の
崇
裕
は
武
芸
に
す
ぐ
れ
て
い
た
の
で
、
永
徽
年
間
中
に
右
武
衛
翊
府
中

郎
将
に
任
じ
ら
れ
、
交
河
郡
王
に
封
じ
ら
れ
た
。
邑
は
三
千
戸
に
至
り
、
鎮
軍
大
将
軍
で
亡
く
な
っ
た
。
武
后
は
崇
裕
の
死
を
悼
ん
で
美
し

い
錦
で
織
っ
た
衣
服
を
贈
り
、
弔
い
の
た
め
の
賜
わ
り
も
の
は
甚
だ
篤
か
っ
た
。
麴
氏
の
封
爵
は
、
崇
裕
の
死
に
よ
っ
て
断
絶
し
た
。 

註 （
１
）
『
南
史
』
巻
七
九
高
昌
伝
で
は
白
畳
子
。
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
天
竺
伝
も
参
照
。 

（
２
）
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
に
よ
っ
た
。 

（
３
）
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
に
よ
っ
た
。 

（
４
）
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
で
は
「
花
鈿
」
。 

 
 

 

（
５
）
高
昌
と
西
突
厥
の
関
係
に
関
し
て
は
嶋
崎
昌
一
九
七
七:

九
一
を
参
照
。 

（
６
）
伊
吾
襲
撃
事
件
に
つ
い
て
は
嶋
崎
一
九
七
七:

九
二
～
九
四
を
参
照
。 
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（
７
）
大
臣
冠
軍
阿
史
那
矩
に
つ
い
て
は
嶋
崎
昌
一
九
七
七:

九
一
、
二
八
六
～
二
八
七
、
大
臣
監
軍
に
つ
い
て
は
嶋
崎
一
九
七
七:

二
九
四

の
麴
氏
高
昌
国
官
制
一
覧
表
を
参
照
。 

 
 

 
 

（
８
）
焉
耆
事
件
に
つ
い
て
は
嶋
崎
一
九
七
七:

九
五
～
九
九
。 

（
９
）
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
で
は
「
日
者
（
か
つ
て
、
先
頃
）
」
。 

 

（

10
）
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
で
は
「
豈
不
活
耶
」
と
な
っ
て
い
る
。 

（

11
）
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
で
は
「
以
撃
高
昌
（
高
昌
を
攻
撃
し
た
い
）
」
と
の
言
葉
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

（

12
）
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
で
は
「
太
宗
は
高
昌
が
悔
い
改
め
る
の
を
願
っ
て
璽
書
を
下
し
た
。
」
と
あ
る
。 

（

13
）
「
星
が
城
中
に
墜
ち
た
」
と
の
記
述
は
『
旧
唐
書
』
高
昌
伝
に
は
見
え
な
い
。
臨
場
感
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
『
新
唐
書
』
の
作
者

が
創
作
し
て
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

（

14
）
麴
昭
に
つ
い
て
は
『
冊
府
元
亀
』
巻
八
四
〇
総
録
部
文
章
四
、
『
古
今
事
文
類
聚
・
後
集
』
巻
六
人
倫
部
・
笥
金
易
書
を
参
照
。 

 

吐
谷
渾

と

よ

く

こ

ん 

吐
谷
渾
は
甘
松
山
の
南
、
洮
水
の
西
に
あ
り
、
南
は
白
蘭
を
隔
て
る
こ
と
数
千
里
で
あ
る
。
城
郭
は
あ
る
が
、
国
人
は
そ
の
中
に
は
住
ま

ず
、
水
と
草
に
従
っ
て
移
動
す
る
。
テ
ン
ト
に
住
み
、
肉
食
を
す
る
。
そ
の
国
の
官
職
に
は
、
長
史
・
司
馬
・
将
軍
・
王
・
公
・
僕
射
・
尚

書
・
郎
中
が
あ
る
（
『
隋
書
』
巻
八
三
吐
谷
渾
伝
）
。
お
そ
ら
く
中
国
王
朝
の
官
職
の
制
度
を
ま
ね
て
、
こ
の
よ
う
な
行
政
組
織
を
つ
く
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
の
人
々
は
、
文
字
を
知
っ
て
い
る
。
王
は
、
椎つ

い

髻け
い

（
髪
を
後
ろ
に
た
れ
、
ひ
と
た
ば
ね
に
し
た
ま
げ
）
に
し
て
黒
い

帽
子
を
か
ぶ
り
、
王
の
妻
は
錦
の
袍
を
着
、
織
り
上
げ
た
ス
カ
ー
ト
を
は
き
、
黄
金
の
花
を
首
に
飾
っ
た
。
こ
の
国
の
男
性
は
、
裾
の
長
い

服
（
ガ
ウ
ン
）
を
着
用
し
、
絹
の
帽
子
か
、 

 
 

（
べ
き
ら
）
を
頭
に
か
ぶ
っ
た
。
女
性
は
辮
髪
に
し
、
う
し
ろ
に
た
ら
し
て
珠
や
貝
殻
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を
綴
っ
て
髪
を
飾
っ
た
（
『
隋
書
』
吐
谷
渾
伝
）
。
こ
の
国
の
婚
礼
で
は
、
裕
福
な
家
は
盛
大
な
結
婚
式
を
行
っ
て
嫁
を
娶
る
が
、
貧
者
は
（
婚

礼
を
挙
げ
ら
れ
な
い
の
で
）
妻
を
盗
ん
で
い
っ
た
（
略
奪
婚
の
こ
と
か
？
）
（
『
周
書
』
巻
五
〇
吐
谷
渾
伝
）
。
父
親
が
亡
く
な
る
と
母
親
以

外
の
父
の
妻
を
娶
り
、
兄
が
死
ぬ
と
兄
嫁
を
妻
と
し
た
（
レ
ヴ
ィ
レ
ー
ト
婚
）
。
喪
服
に
は
規
定
（
習
慣
）
が
あ
り
、
葬
礼
が
終
わ
る
と
す

ぐ
に
解
除
し
た
。
民
に
対
し
て
恒
常
的
に
課
さ
れ
る
税
金
は
な
く
、
不
足
が
あ
れ
ば
、
富
裕
商
人
か
ら
税
を
集
め
と
り
、
不
足
分
が
足
り
れ

ば
徴
税
を
や
め
た
。
お
よ
そ
、
殺
人
と
馬
泤
棒
は
死
罪
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
罪
は
、
商
品
を
献
上
さ
せ
て
贖
罪
さ
せ
た
（
『
隋
書
』
吐
谷

渾
伝
）
。
そ
の
地
は
非
常
に
寒
く
、
麦
、
菽
（
マ
メ
）
、
粟
、
蕪
（
カ
ブ
ラ
）
を
産
し
、
仔
馬
、
ヤ
ク
、
銅
、
鉄
、
丹
砂
を
産
出
し
た
。
青
海

と
い
う
湖
が
あ
る
。
青
海
湖
の
周
囲
は
、
八
～
九
百
里
で
あ
っ
た
。
湖
の
中
に
山
が
あ
り
、
湖
が
凍
結
す
る
の
を
待
っ
て
、
そ
の
上
に
雌
馬

を
放
牧
す
る
。
翌
年
、
仔
馬
を
産
む
。
こ
の
仔
馬
は
龍
種
で
あ
っ
た
。
吐
谷
渾
は
、
む
か
し
波
斯
馬
を
得
た
が
、
こ
れ
を
青
海
の
ほ
と
り
で

放
牧
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
驄
（
青
白
色
の
馬
）
の
仔
馬
を
産
ん
だ
。
こ
の
馬
は
、
一
日
に
千
里
を
歩
い
た
。
そ
れ
で
、
人
々
は
「
青
海
驄
」

と
称
し
た
（
『
周
書
』
『
隋
書
』
吐
谷
渾
伝
）
。
西
北
に
は
、
流
砂
が
数
百
里
も
続
い
て
お
り
、
夏
に
は
熱
風
が
吹
き
、
旅
人
を
傷
つ
け
た
。

熱
風
が
押
し
寄
せ
て
く
る
と
、
老
い
た
ラ
ク
ダ
が
首
を
ひ
い
て
い
な
な
き
、
鼻
を
砂
中
に
う
ず
め
る
。
人
は
そ
れ
に
よ
っ
て
砂
嵐
の
到
来
を

察
知
し
、
絨
毯
で
鼻
と
口
を
お
お
っ
て
熱
風
の
害
か
ら
免
れ
た
（
『
隋
書
』
吐
谷
渾
伝
）
。 

隋
の
時
、
王
の
慕
容
伏
允
は
歩
薩
鉢
を
号
し
て
い
た
。
か
つ
て
伏
允
が
中
国
の
辺
境
地
帯
に
入
寇
し
た
時
、
煬
帝
は
鉄
勒
を
派
遣
し
て
伏

允
を
撃
破
し
た
。
煬
帝
は
西
平
に
城
壁
を
築
き
、
ま
た
観
王
雄
に
命
じ
て
吐
谷
渾
を
破
ら
せ
た
。
吐
谷
渾
の
王
伏
允
は
数
十
騎
を
率
い
て
泤

嶺
に
逃
亡
し
た
が
、
仙
頭
王
は
男
女
十
餘
万
を
率
い
て
隋
の
軍
隊
に
降
伏
し
た
。
煬
帝
は
、
吐
谷
渾
の
地
に
郡
県
と
鎮
戍
を
設
置
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
伏
允
の
長
男
で
、
人
質
と
し
て
長
安
に
滞
在
さ
せ
て
お
い
た
順
を
、
逃
亡
し
た
伏
允
の
代
わ
り
に
王
と
し
て
推
戴
し
た
。
そ
し
て

吐
谷
渾
の
余
衆
を
治
め
さ
せ
る
た
め
に
、
に
わ
か
に
順
を
故
国
に
帰
還
さ
せ
た
。
一
方
、
伏
允
は
党
項
に
亡
命
し
、
実
人
と
し
て
滞
在
し
て

い
た
が
、
隋
末
の
乱
の
折
、
隋
の
混
乱
に
乗
じ
て
故
地
を
回
復
し
た
（
『
隋
書
』
吐
谷
渾
伝
、
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
吐
谷
渾
伝
）
。 
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唐
の
高
祖
李
淵
が
受
命
し
た
と
き
、
慕
容
順
は
江
都
か
ら
長
安
に
帰
還
し
た
。
こ
の
と
き
李
軌
が
涼
州
に
拠
っ
て
い
た
が
、
高
祖
は
伏
允

と
和
睦
を
約
し
、
伏
允
が
李
軌
を
撃
っ
て
唐
の
た
め
に
戦
っ
た
な
ら
ば
、
息
子
の
順
を
伏
允
の
も
と
に
護
送
し
よ
う
と
約
束
し
た
。
伏
允
は

喜
び
、
兵
を
率
い
て
李
軌
と
庫
門
で
戦
い
、
そ
の
後
、
両
軍
は
退
却
し
た
。
そ
れ
か
ら
遣
使
し
て
順
を
帰
国
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
請
願
し
た
。

高
祖
は
約
束
ど
お
り
順
を
吐
谷
渾
に
使
わ
し
た
。
順
が
帰
国
す
る
と
、
伏
允
は
こ
れ
を
大
寧
王
と
な
し
た
。 

 

太
宗
の
時
、
伏
允
は
使
者
を
遣
わ
し
て
入
朝
さ
せ
た
が
、
そ
の
使
者
が
帰
還
し
な
い
う
ち
に
吐
谷
渾
は
鄯
州
に
入
寇
し
た
。
太
宗
は
使
者

を
派
遣
し
て
伏
允
の
非
を
責
め
、
伏
允
を
召
し
出
そ
う
と
し
た
が
、
伏
允
は
病
を
理
由
に
行
け
な
い
と
言
い
訳
し
た
。
そ
の
上
、
息
子
の
尊

王
（
『
旧
唐
書
』
吐
谷
渾
伝
）
の
た
め
に
公
主
の
降
嫁
を
請
願
し
、
太
宗
の
心
を
試
し
た
。
太
宗
は
伏
允
の
子
尊
王
を
召
し
て
自
ら
歓
迎
し

た
が
、
尊
王
も
ま
た
病
気
を
口
实
に
入
朝
し
な
か
っ
た
の
で
、
太
宗
は
詔
を
下
し
て
、
尊
王
へ
の
公
主
の
降
嫁
を
中
止
に
し
た
。
太
宗
は
、

中
郎
将
の
康
處
真
を
派
遣
し
て
伏
允
の
説
得
に
向
か
わ
せ
た
。
ま
た
、
伏
允
が
岷
州
を
略
奪
し
た
の
で
、
太
宗
は
都
督
の
李
道
彦
を
派
遣
し

て
吐
谷
渾
軍
を
撃
破
し
、
敗
走
さ
せ
た
。
唐
軍
は
名
王
二
人
を
捕
虜
と
し
、
首
級
七
百
を
斬
っ
た
。
伏
允
は
、
こ
の
後
、
毎
年
名
王
を
派
遣

し
て
入
財
し
た
。
し
か
し
、
に
わ
か
に
吐
谷
渾
が
涼
州
に
入
寇
し
て
き
た
の
で
、
鄯
州
刺
史
の
李
玄
運
は
「
吐
谷
渾
は
青
海
で
放
牧
し
て
い

ま
す
。
軽
装
の
兵
で
、
こ
れ
を
襲
っ
て
取
り
囲
め
ば
、
す
べ
て
を
捕
獲
で
き
ま
す
。
」
と
上
表
し
た
。
そ
こ
で
、
太
宗
は
、
左
驍
衛
大
将
軍

の
段
志
玄
、
左
驍
衛
将
軍
の
梁
洛
仁
に
命
じ
て
、
契
苾
、
党
項
の
兵
を
率
い
て
吐
谷
渾
を
征
伐
さ
せ
た
。
し
か
し
、
三
十
里
も
行
か
な
い
う

ち
に
、
戦
い
た
く
な
か
っ
た
段
志
玄
ら
は
陣
営
を
築
い
て
駐
屯
し
た
の
で
、
唐
軍
の
到
来
に
気
づ
い
た
吐
谷
渾
は
、
放
牧
し
て
い
た
馬
を
駆

っ
て
逃
走
し
て
し
ま
っ
た
。
副
将
の
李
君
羨
は
、
騎
兵
の
精
鋭
部
隊
を
率
い
て
こ
れ
を
追
撃
し
、
懸
水
の
ほ
と
り
で
後
方
か
ら
襲
撃
し
て
、

吐
谷
渾
の
牛
羊
二
万
を
捕
獲
し
て
帰
還
し
た
。 

こ
の
時
、
伏
允
は
年
老
い
て
政
務
を
取
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
大
臣
の
天
柱
王
が
政
治
を
掌
握
し
、
太
宗
の
使
者
、
鴻
臚
丞
・
趙

徳
楷
を
拘
束
し
た
。
太
宗
は
使
者
を
派
遣
し
て
勅
命
を
与
え
る
こ
と
十
回
に
及
ん
だ
が
、
吐
谷
渾
か
ら
は
改
悛
の
言
葉
は
返
っ
て
こ
な
か
っ
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た
。
貞
観
九
年
（
六
三
五
）
、
太
宗
は
詔
し
、
李
靖
を
西
海
道
行
軍
大
総
管
に
、
侯
君
集
を
積
石
道
、
任
城
王
の
道
宗
を
鄯
善
道
、
李
道
彦

を
赤
水
道
、
李
大
亮
を
且
末
道
、
高
甑
生
を
塩
澤
道
の
各
々
行
軍
総
管
に
任
命
し
、
突
厥
、
契
苾
の
兵
を
率
い
て
吐
谷
渾
を
討
伐
さ
せ
た
。

党
項
に
内
属
す
る
羌
族
と
、
洮
州
羌
は
、
み
な
刺
史
を
殺
害
し
て
伏
允
に
帰
順
し
た
。
夏
四
月
、
道
宗
が
伏
允
を
庫
山
で
撃
破
し
、
捕
虜
・

斬
首
は
四
百
に
及
ん
だ
。
伏
允
は
、
砂
漠
に
唐
軍
を
誘
き
寄
せ
よ
う
と
謀
り
、
野
草
を
焼
い
た
の
で
、
李
靖
の
軍
馬
は
食
糧
が
な
く
な
っ
て

多
く
が
飢
餓
に
苦
し
ん
だ
。
そ
の
た
め
対
策
を
講
じ
て
道
宗
は
言
っ
た
。
「
柏
海
は
河
源
に
近
い
の
で
、
昔
か
ら
こ
こ
に
至
っ
た
も
の
は
い

ま
だ
い
な
い
。
伏
允
は
西
に
逃
走
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
所
在
は
今
も
っ
て
不
明
で
あ
る
。
成
が
軍
の
馬
は
痩
せ
衰
え
、
食
糧
も
欠
乏
し
て

い
る
。
遠
方
に
軍
を
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
鄯
州
に
駐
屯
し
て
、
馬
が
元
気
に
な
っ
て
か
ら
、
再
度
、
吐
谷
渾
征
伐
を
図
っ
た
方
が
よ
い
。
」 

し
か
し
侯
君
集
は
、
「
そ
れ
は
い
け
な
い
。
か
つ
て
段
志
玄
が
鄯
州
に
至
っ
た
時
、
吐
谷
渾
の
兵
は
即
座
に
城
に
拠
っ
た
。
吐
谷
渾
の
力
は

ま
だ
健
在
で
あ
り
、
む
し
ろ
民
衆
は
命
令
に
従
っ
た
。
し
か
し
い
ま
吐
谷
渾
は
大
敗
し
、
斥
候
も
い
な
い
。
君
臣
も
失
わ
れ
た
。
成
ら
は
吐

谷
渾
の
難
に
乗
じ
、
吐
谷
渾
討
滅
と
い
う
志
を
全
う
す
べ
き
で
あ
る
。
柏
海
は
遠
い
が
、
将
兵
を
鼓
舞
し
て
到
達
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
『
資

治
通
鑑
』
巻
一
九
四
貞
観
九
年
閏
四
月
条
） 
李
靖
は
「
よ
し
」
と
言
う
と
唐
軍
を
二
分
し
、
李
靖
が
李
大
亮
、
薛
万
均
と
と
も
に
一
軍
を

率
い
て
北
に
赴
き
、
そ
の
右
か
ら
出
、
侯
君
集
と
道
宗
が
一
軍
を
率
い
て
南
に
赴
い
て
、
左
か
ら
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
李
靖
の
将
、
薩
孤

呉
仁
は
、
軽
騎
兵
を
率
い
て
曼
都
山
で
戦
い
、
名
王
を
斬
り
殺
し
て
、
斬
首
五
百
級
を
得
た
。
諸
将
は
、
牛
心
堆
、
赤
水
源
で
戦
い
、
敵
将

の
南
昌
王
の
慕
容
孝
儁
を
捕
縛
し
て
、
雑
畜
数
万
を
捕
獲
し
た
。
侯
君
集
と
道
宗
は
、
漢
哭
山
に
登
り
、
烏
海
で
戦
っ
て
名
王
の
梁
屈
葱
を

捕
縛
し
た
。
李
靖
は
、
天
柱
部
落
を
赤
海
で
破
り
、
雑
畜
二
十
万
を
捕
獲
し
た
。
李
大
亮
は
、
名
王
二
十
人
を
捕
虜
と
し
、
雑
畜
五
万
を
捕

獲
し
て
、
且
末
の
西
に
軍
を
宿
営
し
た
。
伏
允
は
図
倫
磧
に
逃
走
し
、
于
闐
に
逃
亡
し
よ
う
と
図
っ
た
が
、
薛
万
均
は
騎
兵
の
精
鋭
を
率
い

て
逃
げ
る
伏
允
を
数
百
里
に
わ
た
っ
て
追
跡
し
、
伏
允
を
打
ち
破
っ
た
。
唐
軍
の
将
兵
は
水
が
乏
し
く
な
っ
た
の
で
、
馬
を
刺
し
て
、
そ
の

血
を
水
の
代
わ
り
に
飲
ん
だ
。
侯
君
集
と
道
宗
は
、
空
し
く
荒
野
二
千
里
を
進
軍
し
た
。
盛
夏
に
も
か
か
わ
ら
ず
霜
が
降
り
、
水
草
は
乏
し
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く
、
兵
士
は
氷
を
か
ゆ
（
食
糧
）
と
し
て
食
べ
、
馬
は
雪
を
ま
ぐ
さ
に
し
て
食
べ
た
。
一
ヶ
月
を
経
て
星
宿
川
に
達
し
、
柏
梅
の
上
に
到
達

し
、
積
石
山
を
展
望
し
、
河
源
を
観
望
で
き
た
。
執
失
思
力
は
、
馬
を
馳
せ
て
、
吐
谷
渾
の
輜
重
部
隊
を
打
ち
破
っ
た
。
両
軍
は
、
大
非
川
、

破
邏
真
谷
で
遭
遇
し
た
。 

 

伏
允
の
息
子
慕
容
順
は
隋
に
人
質
に
出
さ
れ
、
金
紫
光
禄
大
夫
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
長
男
の
順
が
人
質
と
し
て
中
国
に
い
た
の
で
、
伏

允
は
、
順
の
弟
を
太
子
に
し
た
。
順
は
帰
国
し
た
が
、
弟
に
太
子
の
位
を
奪
わ
れ
た
た
め
に
常
に
怏
々
と
し
て
楽
し
ま
な
か
っ
た
。
順
は
位

を
失
っ
た
の
で
、
功
績
を
上
げ
て
皇
帝
と
結
び
た
い
と
希
望
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
天
柱
王
を
斬
り
、
国
を
挙
げ
て
唐
に
降
伏
し
た
。
伏
允

は
恐
れ
、
千
餘
騎
を
率
い
て
磧
中
を
遁
走
し
た
。
し
か
し
従
う
兵
士
達
が
伏
允
を
見
限
っ
て
次
第
に
逃
亡
し
て
い
っ
た
の
で
、
付
き
従
う
従

者
は
わ
ず
か
百
騎
だ
け
と
な
り
、
伏
允
の
無
聊
は
極
ま
り
、
遂
に
自
ら
縊
れ
て
死
ん
だ
。
国
人
達
は
順
を
立
て
て
吐
谷
渾
王
と
な
し
、
臣
を

称
し
て
唐
に
帰
順
し
た
。
太
宗
は
詔
し
て
、
順
を
西
平
郡
王
に
封
じ
、
趉
胡
呂
烏
甘
豆
可
汗
と
号
し
た
。
太
宗
は
、
吐
谷
渾
が
ま
だ
十
分
に

安
定
し
て
い
な
い
事
を
恐
れ
、
李
大
亮
に
精
鋭
部
隊
を
率
い
さ
せ
て
、
か
の
国
に
駐
屯
し
て
守
ら
せ
た
。 

 

順
が
長
い
間
、
人
質
と
し
て
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
た
め
に
、
国
人
達
は
順
に
な
つ
か
ず
、
順
は
臣
下
に
よ
っ
て
弑
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

国
人
は
、
順
の
息
子
、
燕
王
の
諾
曷
鉢
を
擁
立
し
た
。
諾
曷
鉢
は
ま
だ
幼
く
、
大
臣
達
は
権
力
闘
争
を
し
た
。
太
宗
は
侯
君
集
に
詔
し
、
吐

谷
渾
王
の
そ
ば
に
付
い
て
国
を
統
治
さ
せ
た
の
で
、
諾
曷
鉢
は
、
初
め
て
太
宗
に
向
か
っ
て
、
唐
の
暦
を
分
け
て
欲
し
い
こ
と
、
子
弟
を
唐

に
入
侍
さ
せ
た
い
こ
と
を
請
願
し
た
。
ま
た
、
詔
し
て
諾
曷
鉢
を
河
源
郡
王
に
封
じ
、
烏
地
也
抜
勒
豆
可
汗
と
号
さ
せ
た
。
ま
た
、
淮
陽
郡

王
の
道
明
を
派
遣
し
、
節
を
持
た
せ
詔
書
を
下
し
て
、
諾
曷
鉢
に
鼓
纛
（
太
鼓
と
旗
）
を
賜
わ
っ
た
。
諾
曷
鉢
は
自
ら
入
朝
し
て
感
謝
し
、

公
主
の
降
嫁
を
懇
願
し
て
、
馬
牛
羊
を
万
匹
献
上
し
た
。
諾
曷
鉢
が
毎
年
入
朝
し
た
の
で
、
太
宗
は
宗
审
の
女
を
弘
化
公
主
と
な
し
て
諾
曷

鉢
の
妻
と
し
、
道
明
と
右
武
衛
将
軍
の
慕
容
宝
に
詔
し
て
、
節
を
持
っ
て
公
主
を
吐
谷
渾
ま
で
送
ら
せ
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
八
和
親

一
貞
観
十
四
年
）
。
し
か
し
吐
谷
渾
で
は
大
臣
の
宠
王
が
跋
扈
し
て
お
り
、
反
乱
を
謀
っ
て
、
公
主
を
襲
撃
し
、
諾
曷
鉢
を
掠
め
取
っ
て
吐
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蕃
に
出
奔
し
よ
う
と
画
策
し
た
。
諾
曷
鉢
は
こ
れ
を
察
知
し
、
軽
騎
兵
を
率
い
て
鄯
城
に
逃
走
し
た
。
威
信
王
は
兵
を
率
い
て
諾
曷
鉢
を
迎

え
、
果
毅
都
尉
の
席
君
買
が
兵
を
率
い
て
威
信
王
と
と
も
に
、
宠
王
を
討
伐
し
、
兄
弟
三
人
を
斬
っ
た
の
で
、
吐
谷
渾
は
大
い
に
乱
れ
た
。

太
宗
は
ま
た
、
民
部
尚
書
の
唐
倹
と
中
書
舎
人
の
馬
周
に
詔
し
、
節
を
持
し
て
吐
谷
渾
人
を
慰
撫
し
た
。 

 

高
宗
が
即
位
す
る
と
、
公
主
が
嫁
い
で
い
る
縁
故
で
諾
曷
鉢
は
駙
馬
都
尉
を
拝
し
た
。
吐
谷
渾
が
名
馬
を
献
上
し
た
の
で
、
高
宗
が
馬
の

種
性
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
使
者
は
こ
た
え
て
「
吐
谷
渾
で
最
良
の
馬
で
す
。
」
と
言
っ
た
。
高
宗
は
「
良
馬
は
人
々
の
惜
し
む
も
の
で
あ

る
。
」
と
言
い
、
そ
の
馬
を
吐
谷
渾
に
返
す
よ
う
詔
を
下
し
た
。
弘
化
公
主
が
表
し
て
入
朝
し
た
い
と
請
願
し
た
の
で
、
高
宗
は
左
驍
衛
将

軍
の
鮮
于
匡
済
を
派
遣
し
て
公
主
を
迎
え
に
行
か
せ
た
。
十
一
月
、
諾
曷
鉢
が
長
安
に
到
着
し
た
の
で
、
高
宗
は
宗
审
の
女
、
金
城
縣
主
を
、

諾
曷
鉢
の
長
男
蘇
度
摸
末
の
妻
と
し
、
蘇
度
摸
末
に
左
領
軍
衛
大
将
軍
を
拝
し
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て
蘇
度
摸
末
が
亡
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
弘
化
公
主
は
、
次
男
の
右
武
衛
大
将
軍
・
梁
漢
王
・
闥
盧
摸
末
と
と
も
に
来
朝
し
て
、
婚
姻
を
請
願
し
た
。
高
宗
は
、
宗
审
の
女
金

明
縣
主
を
闥
盧
摸
末
の
妻
と
し
た
。 

す
で
に
吐
谷
渾
と
吐
蕃
は
互
い
に
攻
め
あ
い
、
高
宗
に
上
書
し
て
、
お
互
い
の
善
悪
を
訴
え
て
唐
に
援
軍
を
要
請
し
た
が
、
高
宗
は
双
方

に
対
し
て
援
軍
派
遣
を
許
さ
な
か
っ
た
。
吐
谷
渾
の
大
臣
・
素
和
貴
が
吐
蕃
に
亡
命
し
、
吐
谷
渾
の
内
情
を
告
げ
た
の
で
、
吐
蕃
は
出
兵
し
、

不
意
を
衝
い
て
吐
谷
渾
の
軍
勢
を
黄
河
の
ほ
と
り
で
打
ち
破
っ
た
。
諾
曷
鉢
は
国
を
保
ち
き
れ
ず
、
弘
化
公
主
と
と
も
に
数
千
帳
（
数
千
の

テ
ン
ト
）
を
率
い
て
涼
州
に
逃
走
し
た
。
高
宗
は
、
左
武
衛
大
将
軍
の
蘇
定
方
を
安
集
大
使
に
任
命
し
て
派
遣
し
、
両
国
の
怨
み
を
静
め
さ

せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
吐
蕃
は
つ
い
に
吐
谷
渾
の
地
を
領
有
し
た
。 

 

諾
曷
鉢
は
、
唐
の
国
内
に
移
住
し
た
い
と
請
願
し
た
。
乾
封
初
め
（
六
六
六
年
頃
）
、
高
宗
は
改
め
て
諾
曷
鉢
を
青
海
国
王
に
封
じ
た
（
『
冊

府
元
亀
』
巻
九
六
四
外
臣
部
封
冊
二
）
。
高
宗
は
、
諾
曷
鉢
の
率
い
る
吐
谷
渾
の
部
衆
を
涼
州
の
南
山
に
移
住
さ
せ
た
い
と
考
え
た
が
、
群

臣
の
議
論
は
意
見
が
一
致
せ
ず
、
高
宗
も
南
山
へ
の
移
住
は
難
し
い
と
考
え
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
一
外
臣
部
備
禦
四
）
。
咸
亨
元
年
（
六
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七
〇
）
、
高
宗
は
右
威
衛
大
将
軍
の
薛
仁
貴
を
邏
娑
道
行
軍
大
総
管
、
左
衛
員
外
大
将
軍
の
阿
史
那
道
真
と
、
左
衛
将
軍
の
郭
待
封
を
副
将

と
な
し
、
五
万
の
兵
を
統
率
し
て
吐
蕃
を
征
伐
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
諾
曷
鉢
を
吐
谷
渾
の
故
地
に
帰
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
唐
軍
は
大
非

川
で
敗
北
し
、
吐
谷
渾
の
地
は
す
べ
て
吐
蕃
に
掌
握
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
諾
曷
鉢
は
、
親
近
の
も
の
数
千
帳
と
と
も
に
辛
う
じ
て
逃
れ
た
。

咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
、
諾
曷
鉢
は
浩
亹
水
の
南
に
移
動
し
た
。
諾
曷
鉢
は
、
吐
蕃
が
強
盛
で
あ
る
事
、
自
力
で
は
吐
蕃
に
抵
抗
で
き
な
い

事
、
鄯
州
の
土
地
が
狭
い
事
な
ど
が
理
由
で
、
ま
た
霊
州
に
移
動
し
た
。
高
宗
は
諾
曷
鉢
の
た
め
に
安
楽
州
を
設
置
し
、
諾
曷
鉢
に
刺
史
を

拝
し
て
、
安
ら
か
に
、
か
つ
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
願
っ
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
七
外
臣
部
継
襲
二
）
。 

 

諾
曷
鉢
が
亡
く
な
る
と
息
子
の
忠
が
立
ち
、
忠
が
亡
く
な
る
と
子
供
の
宠
超
が
立
っ
た
。
聖
暦
三
年
（
六
六
三
）
、
宠
超
に
左
豹
韜
員
外

大
将
軍
を
拝
し
、
か
つ
て
の
可
汗
号
を
襲
名
さ
せ
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
四
外
臣
部
封
冊
二
）
。
吐
谷
渾
の
他
の
部
族
（
諾
曷
鉢
が
統
率

す
る
以
外
の
部
族
）
は
、
涼
州
、
甘
州
、
粛
州
、
瓜
州
、
沙
州
な
ど
の
州
（
敤
煌
か
ら
武
威
に
か
け
て
）
に
行
っ
て
投
降
し
た
。
宰
相
の
張

鍚
と
、
右
武
衛
大
将
軍
の
唐
休
璟
が
議
論
し
て
、
こ
れ
ら
の
吐
谷
渾
人
を
秦
州
、
隴
州
、
豊
州
、
霊
州
の
間
に
移
住
さ
せ
る
よ
う
に
と
言
っ

た
。
こ
の
地
か
ら
吐
谷
渾
を
離
れ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
涼
州
都
督
の
郭
元
振
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
吐
谷
渾
が
、
秦
州
、

隴
州
に
近
づ
け
ば
、
監
牧
と
雑
居
し
て
し
ま
い
問
題
で
あ
る
。
彼
ら
を
豊
州
や
霊
州
に
置
い
て
も
、
ま
た
突
厥
の
勢
力
に
近
く
な
り
、
そ
れ

に
取
り
込
ま
れ
や
す
い
。
仮
に
、
彼
ら
を
中
華
の
地
に
住
ま
わ
せ
て
も
、
そ
の
習
性
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
か
つ
て
王
孝
傑

は
、
河
源
軍
か
ら
耽
爾
乙
句
貴
を
霊
州
に
移
住
さ
せ
た
が
、
耽
爾
乙
句
貴
は
叛
い
て
牧
坊
に
侵
入
し
、
群
馬
を
略
奪
し
て
州
県
を
痛
め
つ
け

た
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
異
民
族
を
中
国
の
地
に
移
し
て
利
益
の
な
か
っ
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
吐
谷
渾
の
大
臣
・
素
和
貴

が
謀
反
し
て
去
っ
た
が
、
こ
れ
は
唐
に
と
っ
て
損
害
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
吐
谷
渾
の
数
十
の
部
落
が
失
わ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
ど
う
し

て
、
耽
爾
乙
句
貴
の
場
合
と
比
較
し
な
い
の
か
？ 

い
ま
降
伏
し
て
い
る
異
民
族
は
、
無
理
や
り
服
従
さ
せ
た
の
で
は
な
い
。
み
な
吐
蕃
の

弓
矢
や
刃
を
か
い
く
ぐ
り
、
吐
蕃
を
捨
て
て
来
朝
し
た
。
そ
の
事
情
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
制
す
る
べ
き
で
あ
る
。
甘
州
、
粛
州
、
瓜
州
、
沙



 108 

州
に
降
伏
し
た
も
の
は
、
そ
の
場
所
に
置
き
、
投
降
し
た
と
こ
ろ
に
住
ま
わ
せ
れ
ば
、
彼
ら
の
気
持
ち
も
安
心
し
や
す
い
。
数
州
を
割
け
ば
、

勢
力
は
お
の
ず
か
ら
分
散
す
る
。
彼
ら
の
気
持
ち
に
順
じ
て
、
そ
の
勢
力
を
分
散
す
れ
ば
、
人
民
を
乱
す
こ
と
は
な
い
。
よ
く
夷
狄
の
心
を

掌
握
す
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
毎
年
し
ず
め
と
ど
め
る
た
め
の
使
者
を
派
遣
し
て
、
宠
超
の
兄
弟
と
憮
護
す
れ
ば
、
互
い
に
侵
攻
・

略
奪
す
る
事
も
な
く
、
な
り
わ
い
が
し
っ
か
り
安
定
す
る
。
も
し
叛
き
去
る
も
の
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
中
国
に
損
害
は
な
い
。
」（
『
通

典
』
巻
一
九
〇
辺
防
六
吐
谷
渾
所
収
の
郭
元
振
の
上
奏
文
「
安
置
降
吐
谷
渾
状
」
）
。 

 

高
宗
は
郭
元
振
の
意
見
を
採
用
し
た
。
宠
超
が
亡
く
な
る
と
、
息
子
の
曦
晧
が
後
を
継
い
で
立
っ
た
。
曦
晧
が
死
ぬ
と
、
息
子
の
兆
が
立

っ
た
。
吐
蕃
が
ま
た
安
楽
州
を
奪
い
取
っ
た
の
で
、
吐
谷
渾
の
残
り
の
部
族
は
朔
方
節
度
使
と
河
東
節
度
使
の
も
と
に
移
住
し
た
。
吐
谷
渾

の
名
称
は
訛
っ
て
「
退
渾
」
と
し
た
（
『
旧
唐
書
』
吐
谷
渾
伝
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
二
・
天
福
五
年
十
二
月
の
胡
三
省
注
）
。 

 

貞
元
十
四
年
（
七
九
八
）
、
朔
方
節
度
副
使
、
左
金
吾
衛
大
将
軍
の
慕
容
復
を
長
楽
都
督
、
青
海
国
王
と
な
し
、
可
汗
号
を
襲
名
さ
せ
た

（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
五
外
臣
部
封
冊
三
）
。
復
が
亡
く
な
る
と
、
後
を
継
承
す
る
も
の
が
途
絶
え
た
。
吐
谷
渾
は
、
西
晋
の
永
嘉
年
間
（
三

〇
七
～
三
一
三
）
か
ら
国
が
あ
っ
た
が
、
龍
朔
三
年
（
六
六
三
）
に
吐
蕃
に
よ
っ
て
そ
の
地
を
奪
わ
れ
る
に
至
っ
て
、
お
よ
そ
三
五
〇
年
、

こ
こ
に
及
ん
で
、
封
じ
る
後
継
者
が
断
絶
し
た

(

1)
。 

註 （
１
）
甘
粛
省
武
威
県
で
、
慕
容
忠
、
諾
曷
鉢
の
妻
弘
化
公
主
（
西
平
公
主
）
、
慕
容
忠
の
妻
金
城
県
主
ら
の
墓
が
発
見
さ
れ
、
墓
誌
が
出

土
し
た
（
夏
鼐
一
九
八
一:

一
六
八
～
二
一
三
、
周
偉
洲
二
〇
〇
六:

一
六
一
～
一
六
二
）
。
墓
誌
は
武
威
市
博
物
館
が
所
蔵
。 

【
唐
に
亡
命
し
た
吐
谷
渾
王
族
の
系
譜
】 

 

慕
容
諾
曷
鉢 

― 

忠 

― 

宠
超 

― 

曦
晧 

― 

兆 

― 

復
（
復
の
死
後
、
継
承
者
が
な
く
吐
谷
渾
王
の
血
統
は
途
絶
え
た
） 

 
 

 
 



 109 

焉
耆
（
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
） 

焉
耆
国
は
、
長
安
の
西
七
千
餘
里
の
所
に
あ
り
、
東
西
六
百
里
、
南
北
四
百
里
で
あ
っ
た
。
東
は
高
昌
、
西
は
亀
茲
、
南
は
尉
犂
、
北
は

烏
孫
で
あ
っ
た
。
水
路
を
造
っ
て
田
に
水
を
注
い
で
灌
漑
し
た
。
そ
の
土
地
は
、
黍
、
葡
萄
（
ブ
ド
ウ
）
を
よ
く
産
し
、
魚
と
塩
（
塩
湖
）

の
利
も
あ
っ
た
（
『
北
史
』
巻
九
七
焉
耆
伝
）
。
こ
の
国
の
風
俗
は
、
髪
を
切
り
落
と
し
（
祝
髪
）
、
毛
織
物
を
着
た
。
戸
数
は
四
千
、
勝
兵

の
数
は
二
千
で
、
常
に
西
突
厥
に
役
属
し
て
い
た
。
こ
の
国
の
風
俗
は
娯
楽
を
好
ん
だ
。
二
月
に
は
三
日
間
、
野
に
出
て
祀
っ
た
。
四
月
十

五
日
、
林
で
遊
ん
だ
。
七
月
七
日
に
は
祖
先
を
祀
っ
た
。
十
月
十
五
日
に
は
焉
耆
王
が
初
め
て
出
遊
し
た
。
一
年
が
終
わ
る
と
祀
り
も
全
て

終
わ
っ
た
（
『
酉
陽
雑
爼
』
巻
四
・
境
異
・
焉
耆
国
）

(

1)

。 

 

太
宗
の
貞
観
六
年
（
六
三
二
）
、
焉
耆
の
王
、
龍
突
騎
支
が
初
め
て
遣
使
来
朝
し
た
。
隋
末
の
乱
以
来
、
磧
路
が
塞
が
っ
た
の
で
、
西
域

諸
国
の
朝
財
は
み
な
高
昌
を
経
由
し
た
。
突
騎
支
は
、
大
磧
道
（
大
砂
漠
の
道
）
を
開
通
し
て
旅
人
の
た
め
に
交
通
の
便
を
よ
く
し
た
い
と

請
願
し
た
の
で
、
太
宗
は
こ
れ
を
許
し
た
。
高
昌
は
怒
り
、
焉
耆
の
周
辺
を
大
々
的
に
略
奪
し
た
。
西
突
厥
の
莫
賀
設
は
、
咄
陸
・
弩
失
畢

(

2)

と
仲
が
悪
く
、
焉
耆
に
逃
亡
し
て
き
た
の
で
、
咄
陸
と
弩
失
畢
も
ま
た
焉
耆
を
攻
め
た
。
そ
こ
で
、
突
騎
支
は
遣
使
し
て
太
宗
に
状
況
を

告
げ
、
あ
わ
せ
て
名
馬
を
献
上
し
た
。
莫
賀
設
の
次
男
が
咥
利
失
可
汗
と
し
て
即
位
す
る

(

3)

と
、
焉
耆
と
は
も
と
も
と
仲
が
良
か
っ
た
の
で
、

焉
耆
の
頼
り
と
な
っ
て
支
援
し
た
。
貞
観
十
二
年
（
六
三
八
）
、
處
月
、
處
密

(

4)

が
高
昌
と
と
も
に
焉
耆
の
五
つ
の
城
を
攻
め
落
と
し
、
千

五
百
人
を
略
奪
し
て
廬
舎
を
焼
い
た
。
（
貞
観
十
四
年
に
）
侯
君
集
が
高
昌
を
討
伐
し
よ
う
と
し
、
焉
耆
に
使
者
を
派
遣
し
て
、
焉
耆
と
連

合
し
て
高
昌
討
伐
を
行
な
い
た
い
と
言
っ
た
の
で
、
突
騎
支
は
喜
び
、
兵
を
率
い
て
唐
軍
を
支
援
し
た
。
高
昌
が
唐
軍
に
敗
北
す
る
と
、
高

昌
に
捕
え
て
い
た
焉
耆
の
捕
虜
と
城
を
焉
耆
に
返
し
た
。
焉
耆
は
改
め
て
唐
に
使
者
を
派
遣
し
て
謝
恩
し
た
（
『
旧
唐
書
』
焉
耆
伝
）
。 

 

西
突
厥
の
重
臣
屈
利
啜
は
、
弟
の
た
め
に
突
騎
支
の
娘
を
娶
っ
た
（
『
旧
唐
書
』
焉
耆
伝
）
。
そ
の
た
め
、
屈
利
啜
と
突
騎
支
は
互
い
に
約

束
し
て
輔
車
（
持
ち
つ
持
た
れ
つ
）
の
関
係
と
な
り
、
突
騎
支
は
朝
財
し
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
安
西
都
護
の
郭
孝
恪
は
太
宗
に
焉
耆
討
伐
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を
請
願
し
た
。
た
ま
た
ま
焉
耆
王
の
弟
・
頡
鼻
、
栗
婆
準
、
葉
護
ら
三
人
が
来
降
し
た
の
で
、
太
宗
は
、
郭
孝
恪
を
西
州
道
総
管
に
任
命
し
、

軍
勢
を
率
い
て
銀
山
道
か
ら
出
撃
し
て
栗
婆
準
ら
を
道
案
内
と
し
て
焉
耆
を
攻
め
る
よ
う
命
令
し
た
。
も
と
も
と
焉
耆
は
都
に
し
た
場
所
の

周
囲
三
十
里
が
四
面
す
べ
て
大
き
な
山
に
囲
ま
れ
、
海
水
も
そ
の
外
を
め
ぐ
っ
て
い
た
の
で
、
焉
耆
は
こ
の
自
然
の
要
害
を
頼
ん
で
恐
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
郭
孝
恪
は
、
焉
耆
に
向
か
っ
て
倍
速
で
進
軍
す
る
と
、
海
水
を
船
で
渡
り

(

5)

、
夜
の
う
ち
に
、
城
壁
の
物
見
垣
（
も
の

み
が
き
）
に
近
づ
き
、
夜
明
け
方
、
大
騒
音
と
と
も
に
城
壁
を
登
っ
た
。
唐
軍
の
太
鼓
と
角
笛
が
轟
き
渡
り
、
兵
士
が
攻
撃
を
し
か
け
た
の

で
焉
耆
の
人
々
は
混
乱
し
て
敗
北
し
、
千
餘
人
の
首
級
が
斬
ら
れ
て
、
突
騎
支
は
捕
ら
え
ら
れ
た
。
唐
は
、
栗
婆
準
に
政
務
を
取
ら
せ
た
。

初
め
、
太
宗
は
近
臣
に
語
っ
て
い
っ
た
。
「
郭
孝
恪
は
八
月
十
一
日
に
焉
耆
に
行
っ
た
。
二
旬
（
二
十
日
）
で
焉
耆
に
到
着
し
、
二
十
二
日

目
に
焉
耆
を
落
城
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
も
な
く
焉
耆
か
ら
の
使
者
が
や
っ
て
来
よ
う
。
」
と
太
宗
が
近
臣
に
推
測
を
語
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

に
わ
か
に
焉
耆
か
ら
の
飛
脚
が
駆
け
込
ん
で
き
て
、
戦
勝
報
告
を
届
け
た
。
突
騎
支
と
、
そ
の
妻
子
は
捕
ら
え
ら
れ
て
洛
陽
に
護
送
さ
れ
た
。

太
宗
の
詔
が
あ
っ
て
、
彼
ら
の
罪
は
赦
さ
れ
た
。 

 

屈
利
啜
は
軍
勢
を
派
遣
し
て
焉
耆
を
救
お
う
と
し
た
が
、
屈
利
啜
が
焉
耆
に
着
い
た
時
に
は
、
郭
孝
恪
が
帰
還
し
て
す
で
に
三
日
た
っ
て

い
た
。
屈
利
啜
は
栗
婆
準
を
捕
ら
え
、
さ
ら
に
吐
屯
を
派
遣
し
て
焉
耆
王
の
代
行
を
さ
せ
た
。
焉
耆
は
唐
に
遣
使
し
て
、
こ
の
状
況
を
告
げ

た
。
太
宗
が
「
焉
耆
は
成
々
が
降
伏
さ
せ
た
。
な
ん
じ
が
ど
う
し
て
王
に
な
っ
た
の
か
？
」
と
言
っ
た
の
で
、
吐
屯
は
恐
れ
、
焉
耆
の
王
に

な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
焉
耆
は
、
唐
の
立
て
た
栗
婆
準
を
再
び
推
戴
し
た
が
、
従
兄
の
薛
婆
阿
那
支
は
自
ら
王
と
な
っ
て
瞎
干
と
号

し
、
栗
婆
準
を
捕
ら
え
て
亀
茲
に
献
上
し
た

(

6)

。
亀
茲
は
栗
婆
準
を
殺
害
し
た
。
阿
史
那
社
爾
が
亀
茲
を
攻
撃
す
る
と
薛
婆
阿
那
支
は
亀

茲
に
逃
走
し
、
東
の
国
境
地
帯
に
城
壁
を
築
い
て
唐
軍
に
抵
抗
し
た
。
し
か
し
、
阿
史
那
社
爾
に
捕
ら
え
ら
れ
た
。
社
爾
は
薛
婆
阿
那
支
の

罪
を
数
え
上
げ
る
と
、
斬
り
殺
し
て
示
し
を
つ
け
た
。
唐
は
突
騎
支
の
弟
婆
伽
利
を
王
と
な
し

(

7)

、
焉
耆
の
地
を
焉
耆
都
督
府
と
な
し
た
。 

 

婆
伽
利
が
亡
く
な
る
と
、
国
人
は
前
王
の
突
騎
支
を
返
し
て
欲
し
い
と
請
願
し
た
の
で
、
高
宗
は
こ
れ
を
許
し
、
突
騎
支
に
左
衛
大
将
軍
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を
拝
し
て
帰
国
さ
せ
た
。
突
騎
支
が
死
ぬ
と
、
龍
嬾
突
が
即
位
し
た
。
則
天
武
后
の
長
安
年
間
、
焉
耆
の
国
が
小
さ
く
人
口
も
尐
な
い
の
で
、

焉
耆
は
、
こ
の
国
を
通
過
す
る
使
者
や
実
人
を
も
て
な
す
労
力
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
武
后
は
四
鎮
経
略
使
に
詔
し
、
私
馬
を
無

料
で
徴
発
す
る
こ
と
、
無
品
官
の
も
の
が
焉
耆
で
肉
食
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
開
元
七
年
（
七
一
九
）
、
龍
嬾
突
が
亡
く
な
り
、
焉
吐
拂

延
が
即
位
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
六
外
臣
部
継
襲
一
）
。
こ
こ
に
お
い
て
、
十
姓
可
汗
は
砕
葉
に
住
む
こ
と
を
請
願
し
た
。
安
西
節
度

使
の
湯
嘉
恵
は
上
表
し
、
焉
耆
に
四
鎮
を
備
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
玄
宗
は
、
焉
耆
、
亀
茲
、
疏
勒
、
于
闐
に
詔
し
て
、
西
域
の
商

人
に
課
税
さ
せ
た
。
諸
国
は
そ
れ
ぞ
れ
税
（
通
行
税
）
を
徴
収
し
た
。
北
道
を
経
由
し
て
い
た
商
人
に
対
し
て
は
輪
臺
で
税
を
と
っ
た
。
焉

耆
は
天
寶
年
間
ま
で
常
に
朝
財
し
た
。 

註 （
１
）
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
爼
』
一
巻
・
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
五
一
頁
。 

（
２
）
『
新
唐
書
』
巻
二
一
五
下
・
突
厥
伝
下
（
西
突
厥
伝
）
に
よ
れ
ば
、
国
土
を
分
け
十
部
族
と
な
し
、
砕
葉
東
方
に
咄
陸
五
部
族
、
砕

葉
西
方
に
弩
失
畢
五
部
族
を
置
い
た
。 

（
３
）『
旧
唐
書
』
巻
一
九
四
下
・
突
厥
伝
下
（
西
突
厥
伝
）
に
よ
れ
ば
、
咥
利
失
可
汗
は
、
莫
賀
設
の
次
男
同
俄
設
で
あ
る
。
貞
観
八
年
、

西
突
厥
の
可
汗
に
即
位
し
た
。 

 
 

（
４
）
處
月
、
處
密
は
、
西
突
厥
の
別
部
。 

（
５
）
『
旧
唐
書
』
焉
耆
伝
に
「
潜
遣
将
士
浮
水
而
渡
」
と
あ
り
、
そ
れ
よ
り
補
っ
て
翻
訳
し
た
。 

 
 

（
６
）
『
新
唐
書
』
焉
耆
伝
で
は
薛
婆
阿
那
支
が
自
ら
即
位
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
『
旧
唐
書
』
焉
耆
伝
と
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
七
・
貞

観
十
八
年
条
で
は
、
焉
耆
人
が
薛
婆
阿
那
支
を
王
に
推
戴
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
松
崎
光
久
一
九
八
九:

三
九
は
、

栗
婆
準
は
純
粋
な
焉
耆
人
、
薛
婆
阿
那
支
は
西
突
厥
の
阿
史
那
氏
の
血
を
引
い
た
人
物
で
あ
る
と
解
釈
し
た
上
で
次
の
様
に
考
察
し
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た
。
即
ち
、
唐
と
の
連
繋
を
推
進
す
る
焉
耆
人
は
最
初
栗
婆
準
を
推
戴
し
た
が
、
西
突
厥
の
影
響
力
排
除
に
失
敗
し
た
た
め
、
突
厥

系
の
薛
婆
阿
那
支
を
推
戴
し
て
再
び
西
突
厥
の
支
配
下
に
入
っ
た
、
と
考
え
た
。 

（
７
）
『
旧
唐
書
』
焉
耆
伝
と
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
九
・
貞
観
二
十
二
年
十
月
条
で
は
、
薛
婆
阿
那
支
の
死
後
、
阿
那
支
の
従
父
弟
の
先

那
準
が
王
と
し
て
擁
立
さ
れ
て
い
る
。
松
崎
光
久
一
九
八
九:

四
〇
は
、
先
那
準
を
純
焉
耆
人
で
あ
る
と
見
る

L
é

v
i 

1
9

1
3

に
従
っ

た
上
で
次
の
様
に
考
察
し
た
。
即
ち
、
唐
の
亀
茲
征
伐
に
よ
っ
て
タ
リ
ム
盆
地
か
ら
西
突
厥
が
一
掃
さ
れ
た
の
で
、
突
厥
系
の
王
（
薛

婆
阿
那
支
）
が
退
け
ら
れ
、
純
焉
耆
人
の
王
（
先
那
準
）
が
推
戴
さ
れ
た
と
考
察
し
て
い
る
。 

 

亀
茲
（
ク
チ
ャ
） 

 

亀
茲
は
丘
茲
と
も
屈
茲
と
も
い
う
（
『
通
典
』
巻
一
九
一
辺
防
七
亀
茲
伝
）
。
東
に
長
安
を
へ
だ
て
る
こ
と
七
千
餘
里
で
あ
っ
た
。
焉
耆
よ

り
西
南
に
徒
歩
で
二
百
里
の
距
離
で
あ
り
、
小
山
を
越
え
大
河
二
つ
を
経
て
、
さ
ら
に
徒
歩
七
百
餘
里
行
っ
て
亀
茲
に
到
着
す
る
。
東
西
の

幅
は
千
里
、
南
北
は
六
百
里
で
あ
っ
た
。
そ
の
土
地
は
、
麻
、
麥
（
ム
ギ
）
、
秔
稲
（
う
る
ち
の
イ
ネ
）
、
葡
萄
（
ブ
ド
ウ
）
を
よ
く
産
し
、

黄
金
も
産
出
し
た
。
そ
の
国
の
風
俗
は
、
歌
と
音
楽
、
横
書
き
の
書
を
よ
く
し
、
仏
教
を
尊
ん
だ
。
子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
木
で
首
を
し
め

つ
け
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
屈
支
国
）
。
そ
の
国
の
風
俗
は
断
髪
で
、
首
の
と
こ
ろ
で
そ
ろ
え
た

(

1)

。
た
だ
君
主
だ
け
は
髪
を
切
ら
な
か

っ
た
。
王
の
姓
は
白
氏
で
、
伊
邏
盧
城
に
住
ん
で
い
た
。
北
は
阿
羯
田
山
（A

k
-ta

g
h

）

(

2)

に
守
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
山
は
ま
た
白
山
と
も

い
っ
た
。
常
に
火
を
有
し
て
い
た

(

3)

。
王
は
錦
の
帽
子
を
頭
に
か
ぶ
り
、
錦
の
袍
と
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
帯
を
着
用
し
た
。
新
年
の
初
め
に

羊
と
馬
と
ラ
ク
ダ
を
七
日
間
戦
わ
せ
る
儀
式
が
あ
っ
た
。
そ
の
勝
貟
を
観
戦
し
て
家
畜
の
繁
殖
を
占
っ
た
（
『
酉
陽
雑
爼
』
巻
四
亀
茲
国
、『
太

平
広
記
』
巻
四
八
一
亀
茲
）(

4)

。
パ
ミ
ー
ル
高
原
以
東
の
風
俗
は
淫
行
を
喜
ん
だ
の
で
、
亀
茲
と
于
闐
は
娼
館
を
置
き
、
売
り
上
げ
金
を
税

と
し
て
政
府
に
納
め
て
い
た
（
『
魏
書
』
巻
一
〇
二
亀
茲
伝
、
『
北
史
』
巻
九
七
亀
茲
伝
）

(

5)

。 
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高
祖
が
隋
か
ら
禅
譲
さ
れ
た
時
、
亀
茲
王
の
蘇
伐
勃
駃
（S

u
v

a
r
n

a
p

u
s
p

a

）(

6)
 

は
使
者
を
派
遣
し
て
入
朝
さ
せ
た
。
蘇
伐
勃
駃
が
死
ぬ

と
、
息
子
の
蘇
伐
畳
（S

u
v

a
r
n

a
d

e
v

a

）
が
即
位
し

(

7)

、
時
健
莫
賀
俟
利
発
と
号
し
た
。
貞
観
四
年
（
六
三
〇
）
、
蘇
伐
畳
が
馬
を
献
上
し

た
の
で
、
太
宗
は
璽
書
を
賜
い
、
慰
撫
し
て
等
級
を
加
え
た
。
こ
の
後
、
亀
茲
は
西
突
厥
に
臣
従
し
た
。
郭
孝
恪
が
焉
耆
を
討
伐
し
た
時
、

亀
茲
は
軍
勢
を
派
遣
し
て
焉
耆
を
支
援
し
た
の
で
、
こ
れ
以
後
、
亀
茲
は
朝
財
し
な
く
な
っ
た
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
亀
茲
伝
）
。 

 

蘇
伐
畳
が
死
ぬ
と
、
弟
の
訶
黎
布
失
畢
（H

a
r
ip

u
s
p

a

）
が
即
位
し
た
。
貞
観
二
十
一
年
（
六
四
七
）
、
亀
茲
は
二
度
、
遣
使
朝
財
し
た

が
、
太
宗
は
亀
茲
が
焉
耆
の
反
乱
を
支
援
し
た
事
に
怒
り
、
亀
茲
討
伐
を
議
し
た
。
こ
の
夜
、
月
が
昴
（
す
ば
る
）
を
食
し
た
の
で
、
太
宗

は
詔
し
て
い
っ
た
。
「
月
は
陰
の
気
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
刑
罰
を
用
い
る
兆
し
で
あ
る
。
星
は
胡
の
運
命
を
決
め
る
。（
す
ば
る
が
月
に
よ

っ
て
食
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
）
胡
（
＝
亀
茲
）
の
命
運
は
、
い
ま
ま
さ
に
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
」
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
八
五
外
臣
部

征
討
四
） 

そ
こ
で
太
宗
は
阿
史
那
社
爾
を
崑
丘
道
行
軍
大
総
管
に
任
命
し
、
契
苾
何
力
を
副
官
と
な
し
て
、
安
西
都
護
の
郭
孝
恪
、
司
農

卿
の
楊
弘
礼
、
左
武
衛
将
軍
の
李
海
岸
ら
を
統
率
さ
せ
て
、
鉄
勒
十
三
部
族
の
兵
十
万
を
出
動
さ
せ
て
亀
茲
を
討
た
せ
た
。
阿
史
那
社
爾
は

軍
勢
を
五
つ
に
分
け
、
亀
茲
の
北
方
を
略
奪
し
て
、
焉
耆
王
の
阿
那
支
を
捕
ら
え
た
の
で
、
亀
茲
は
非
常
に
恐
れ
、
酋
長
達
は
み
な
城
を
捨

て
て
逃
走
し
た
。
阿
史
那
社
爾
は
磧
石
に
至
っ
た
。
こ
こ
は
亀
茲
の
王
城
か
ら
三
百
里
の
場
所
で
あ
っ
た
。
先
に
伊
州
刺
史
の
韓
威
を
派
遣

し
て
、
騎
兵
一
千
を
先
鋒
と
な
し
た
。
右
驍
衛
将
軍
の
曹
継
叔
が
こ
れ
に
次
い
だ
。
多
褐
に
至
り
、
亀
茲
王
と
遭
遇
し
、
亀
茲
の
将
軍
羯
獵

顚
の
兵
五
万
と
合
戦
し
た
。
韓
威
が
偽
っ
て
敗
走
し
た
。
亀
茲
王
は
、
韓
威
の
兵
力
が
尐
な
い
の
を
見
る
と
、
指
図
旗
で
合
図
し
て
軍
を
進

め
、
韓
威
を
追
跡
し
た
。
韓
威
は
退
却
す
る
と
曹
継
叔
と
合
流
し
、
戻
っ
て
き
て
亀
茲
の
軍
勢
と
戦
っ
た
。
唐
軍
は
亀
茲
軍
を
大
破
す
る
と
、

逃
げ
る
亀
茲
兵
を
八
十
里
も
追
撃
し
た
。
亀
茲
王
は
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
て
守
っ
た
が
、
阿
史
那
社
爾
が
城
を
取
り
囲
も
う
と
し
た
た
め
、
突

騎
を
率
い
て
西
へ
逃
走
し
た
。
亀
茲
城
は
つ
い
に
陥
落
し
た
。
そ
の
後
、
郭
孝
恪
が
亀
茲
城
に
守
備
隊
と
し
て
残
っ
た
。 

沙
州
刺
史
の
蘇
海
政
、
行
軍
長
史
の
薛
萬
備
は
、
騎
兵
の
精
鋭
を
率
い
て
亀
茲
王
を
追
い
つ
め
る
こ
と
六
百
里
に
及
ん
だ
。
亀
茲
王
の
計
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画
は
窮
ま
り
、
撥
換
城
を
保
と
う
と
し
た
。
そ
こ
で
阿
史
那
社
爾
は
撥
換
城
を
包
囲
し
た
。
一
ヶ
月
が
経
過
し
て
亀
茲
王
と
将
軍
の
羯
獵
顚

は
唐
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
た
。
大
臣
の
那
利
は
夜
間
に
逃
亡
す
る
と
、
西
突
厥
と
亀
茲
の
国
人
万
餘
を
率
い
て
唐
軍
と
戦
っ
た
。
こ
の
戦
い
で

郭
孝
恪
と
そ
の
息
子
が
戦
死
し
た
。
唐
軍
は
混
乱
し
た
。
倉
部
郎
中
の
崔
義
起
は
募
兵
し
て
城
中
で
戦
い
、
曹
継
叔
と
韓
威
も
こ
れ
を
支
援

し
、
西
突
厥
と
亀
茲
の
軍
勢
を
撃
破
し
て
、
三
千
も
の
首
級
を
斬
っ
た
。
那
利
は
敗
北
し
た
が
、
逃
亡
し
た
り
離
散
し
て
い
た
者
た
ち
を
集

め
て
次
第
に
勢
力
を
盛
り
返
し
、
亀
茲
に
戻
っ
て
唐
軍
を
襲
撃
し
た
。
し
か
し
曹
継
叔
は
こ
れ
に
乗
じ
て
八
千
も
の
首
級
を
斬
っ
た
。
那
利

は
逃
走
し
た
が
、
そ
の
後
、
亀
茲
人
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、
唐
軍
に
献
上
さ
れ
た
。
阿
史
那
社
爾
は
、
亀
茲
の
五
つ
の
大
城
を
破
り
、
男

女
数
万
人
を
捕
虜
に
し
た
（
『
旧
唐
書
』
亀
茲
伝
）
。
そ
し
て
、
使
者
を
派
遣
し
て
小
城
七
百
餘
を
諭
し
て
降
伏
さ
せ
た
。
西
域
諸
国
は
震
撼

し
、
西
突
厥
と
安
国
の
両
国
は
、
降
伏
の
し
る
し
に
唐
軍
に
兵
糧
を
献
上
し
た

(

8)
 

。
阿
史
那
社
爾
は
、
亀
茲
王
の
弟
の
葉
護
を
推
戴
し
て

亀
茲
の
王
と
な
し
、
石
に
刻
ん
で
功
績
を
記
し
た
。 

戦
勝
報
告
が
届
け
ら
れ
る
と
、
太
宗
は
喜
び
、
群
臣
に
向
か
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
言
っ
た
。
「
そ
も
そ
も
楽
し
み
と
い
う
も
の
は
幾

つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
朕
は
む
か
し
、
こ
う
言
っ
た
事
が
あ
る
。
土
の
城
や
竹
馬
を
得
る
事
は
童
子
の
楽
し
み
で
あ
る
。
金
翠
羅
紈
を
身
に

飾
る
事
は
婦
人
の
楽
し
み
で
あ
る
。
そ
の
土
地
に
あ
る
も
の
な
い
も
の
を
交
易
す
る
こ
と
が
商
人
の
楽
し
み
で
あ
る
。
高
官
が
高
い
秩
を
得

る
事
は
士
大
夫
の
楽
し
み
で
あ
る
。
戦
っ
て
前
に
敵
が
い
な
い
事
は
将
帥
に
と
っ
て
の
楽
し
み
で
あ
る
。
四
海
が
安
寧
で
統
一
さ
れ
て
い
る

事
は
、
帝
王
に
と
っ
て
の
楽
し
み
で
あ
る
。
だ
か
ら
朕
は
い
ま
楽
し
い
か
な
！
」
そ
う
言
う
と
太
宗
は
群
臣
達
に
あ
ま
ね
く
酒
を
す
す
め
た
。

初
め
郭
孝
恪
が
焉
耆
を
討
伐
し
た
時
、
亀
茲
に
い
た
仏
教
徒
で
、
よ
く
未
来
を
予
言
で
き
る
人
が
嘆
息
し
て
言
っ
た
。
「
唐
は
つ
い
に
西
域

を
領
有
し
た
。
数
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
わ
が
国
も
ま
た
滅
ぼ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」 

阿
史
那
社
爾
は
、
訶
黎
布
失
畢
、
那
利
、
羯
獵

顚
を
捕
ら
え
て
、
太
廟
に
献
上
し
た
。
太
宗
は
捕
虜
達
を
紫
微
殿
で
受
け
取
っ
た
。
太
宗
が
彼
ら
を
責
め
て
言
う
と
、
亀
茲
の
君
臣
は
み
な

頭
を
地
面
に
打
ち
付
け
て
身
を
伏
せ
た
。
太
宗
は
詔
し
て
彼
ら
の
罪
を
赦
し
、
捕
虜
の
身
か
ら
実
人
に
扱
い
を
改
め
て
鴻
臚
寺
に
宿
ら
せ
、
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布
失
畢
に
左
武
衛
中
郎
将
を
拝
し
た
。
初
め
て
亀
茲
の
首
都
に
安
西
都
護
を
移
動
し
、
于
闐
、
砕
葉
、
疏
勒
を
統
轄
さ
せ
て
四
鎮
と
号
し
た
。 

 
高
宗
は
ま
た
訶
黎
布
失
畢
を
封
じ
て
亀
茲
王
と
な
し
、
那
利
、
羯
獵
顚
と
と
も
に
帰
国
さ
せ
た
。
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
亀
茲
王
が
来

朝
し
た
。
那
利
は
、
王
の
妻
阿
史
那
と
密
通
し
た
が
、
王
は
こ
れ
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
左
右
の
近
臣
が
王
に
向
か
っ
て
那
利

を
殺
す
よ
う
請
願
し
た
の
で
、
こ
れ
以
後
、
王
は
猜
疑
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
王
と
那
利
の
使
者
が
そ
れ
ぞ
れ
遣
使
し
て
高
宗
に
状
況

を
報
告
し
た
。
高
宗
は
那
利
を
召
し
て
こ
れ
を
投
獄
し
、
王
を
護
衛
し
て
亀
茲
に
帰
国
さ
せ
た
。
し
か
し
羯
獵
顚
は
王
の
入
国
を
拒
み
、
使

者
を
西
突
厥
に
派
遣
し
て
阿
史
那
賀
魯
に
降
伏
し
た
。
王
は
あ
え
て
進
ま
ず
怏
々
と
し
て
死
去
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
一
外
臣
部
備
禦

四
・
顕
慶
三
年
正
月
）(

9)
。
高
宗
は
左
屯
衛
大
将
軍
の
楊
冑
に
詔
し
て
兵
を
出
動
さ
せ
、
羯
獵
顚
を
捕
ら
え
、
そ
の
部
党
を
誅
し
た
。
そ
し

て
亀
茲
の
地
を
も
っ
て
亀
茲
都
督
府
と
な
し
た
。
さ
ら
に
訶
黎
布
失
畢
の
息
子
素
稽
を
王
と
な
し
て
、
右
驍
衛
大
将
軍
を
授
け
、
都
督
に
任

じ
た
。
こ
の
年
、
安
西
都
護
府
を
亀
茲
に
移
動
さ
せ
、
か
つ
て
安
西
都
護
府
が
あ
っ
た
高
昌
を
西
州
都
督
府
と
な
し
た
。
そ
し
て
、
左
驍
衛

大
将
軍
兼
安
西
都
護
の
麴
智
盛
を
都
督
に
任
じ
た
。
こ
う
し
て
西
域
諸
国
は
平
定
し
た
。
高
宗
は
使
者
を
諸
国
に
分
散
し
て
派
遣
し
、
各
国

の
風
俗
や
物
産
を
調
査
さ
せ
、
許
敬
宗
と
史
官
に
詔
し
て
『
西
域
図
誌
』
を
撰
文
さ
せ
た
。 

 

上
元
年
間
（
六
七
四
～
六
七
六
）
中
、
素
稽
が
銀
の
頗
羅
（
銀
の
皿
）

(

10)

と
名
馬
を
献
上
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
〇
外
臣
部
朝
財

三
・
上
元
二
年
正
月
）
。
天
授
三
年
（
六
九
二
）
、
亀
茲
王
の
延
田
跌
が
来
朝
し
た
。
初
め
、
儀
鳳
の
時
（
六
七
六
～
六
七
九
）
、
吐
蕃
が
焉

耆
以
西
を
攻
撃
し
た
の
で
四
鎮
は
み
な
陥
落
し
た
。
長
寿
元
年
（
六
九
二
）
、
武
威
道
総
管
の
王
孝
傑
が
吐
蕃
を
破
っ
て
四
鎮
を
回
復
し
た

の
で
、
唐
は
安
西
都
護
府
を
亀
茲
に
置
き
、
三
万
の
駐
屯
兵
を
置
い
て
守
備
を
固
め
た
。
こ
こ
に
至
り
沙
磧
は
荒
廃
し
、
民
が
貲
糧
（
資
金

と
食
糧
）
を
供
給
す
る
事
が
甚
だ
苦
し
く
な
っ
た
。
議
者
は
安
西
の
地
を
放
棄
す
る
よ
う
請
願
し
た
が
、
則
天
武
后
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ

た
。
安
西
都
護
に
は
、
政
務
の
实
績
が
中
国
と
夷
狄
の
双
方
に
お
い
て
称
賛
さ
れ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
任
命
し
た
。
則
天
武
后
の
時
に
は

田
揚
名
、
中
宗
の
時
に
は
郭
元
振
、
開
元
の
時
に
は
張
孝
嵩
と
杜
暹
が
、
各
々
安
西
都
護
を
務
め
た
。
開
元
七
年
（
七
一
九
）
、
王
の
白
莫
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苾
が
死
去
し
、
息
子
の
多
帀
が
即
位
し
て
孝
節
と
改
名
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
四
外
臣
部
封
冊
二
）
。
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
、
孝

節
は
、
弟
の
孝
義
を
派
遣
し
て
来
朝
さ
せ
た
。 

註 （
１
）
『
旧
唐
書
』
亀
茲
伝
で
は
「
項
斉
」
。 

 
 

（
２
）
馮
承
均
二
〇
〇
四:

一
一
〇
。 

（
３
）
『
通
典
』
巻
一
九
一
辺
防
七
亀
茲
伝
が
引
用
す
る
隋
の
『
西
域
図
記
』
に
「
白
山
一
名
阿
羯
山
、
常
有
火
及
煙
」
と
あ
る
。
シ
ャ
バ

ン
ヌ
（C

h
a

v
a

n
n

e
s
1

9
0

3
:

1
1

5

注

2

）
は
、
こ
の
部
分
を
火
山
と
表
記
し
て
い
る
。 

 

（
４
）
今
村
与
志
雄
一
九
八
〇:
二
五
〇
。 

（
５
）
亀
茲
が
遊
郭
を
営
み
実
か
ら
税
金
を
徴
収
し
て
い
た
事
は
『
魏
書
』
『
北
史
』
の
亀
茲
伝
に
見
え
、
『
隋
書
』
『
旧
唐
書
』
の
亀
茲
伝

に
は
見
え
な
い
。
『
新
唐
書
』
亀
茲
伝
は
、
四
百
～
五
百
年
前
の
亀
茲
の
姿
を
現
す
『
魏
書
』
『
北
史
』
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
。

尚
、
『
魏
書
』
亀
茲
伝
の
翻
訳
は
内
田
吟
風
一
九
八
〇:

一
一
を
参
照
。 

（
６
）『
大
唐
西
域
記
』
で
は
金
花
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
水
谷
真
戏
一
九
七
一:

一
五
注
四
、
季
羨
林
一
九
八
五:

五
七
、
五
八
注
二
）
。
尚
、

リ
ュ
ー
ダ
ー
ス
（L

ü
d

e
r
s
 

1
9

3
0
:

2
7

）
は
、
金
花
王
は
二
人
い
た
と
考
え
、
そ
れ
は
初
代
の
ス
バ
ル
ナ
プ
ス
パ
一
世
（
伝
説
的
な

亀
茲
王
で
、
龍
種
の
馬
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
持
ち
主
）
と
ス
バ
ル
ナ
プ
ス
パ
二
世
（
蘇
伐
勃
駃
）
で
あ
る
と
し
た
。
尚
、
『
酉
陽
雑
爼
』

『
太
平
広
記
』
に
は
、
神
通
力
を
持
っ
た
伝
説
の
王
（
阿
主
児
）
が
い
た
事
を
記
し
て
い
る
。
ま
た

L
é

v
i 

1
9

1
3

は
、
蘇
伐
勃
駃
の

「
駃
（k

iu
e

）
」
は
「 

（c
h

e

）
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
考
察
し
て
い
る
。
羽
田
亨
一
九
五
七:

五
一
〇
も
参
照
。 

（
７
）
蘇
伐
畳

S
u

v
a

rn
a
d

e
v

a

の
即
位
年
に
つ
い
て
中
国
史
書
（
『
新
・
旧
唐
書
』
と
も
に
）
に
明
記
が
な
い
。
し
か
し
近
年
、
ク
チ
ャ
の
キ

ジ
ル
ガ
ハ
石
窟
（Q

iz
il Q

a
rg

h
a

）
第
二
十
五
窟
壁
面
に
残
さ
れ
た
ク
チ
ャ
語
の
墨
書
が
解
読
さ
れ
て
そ
こ
に
「
ス
ヴ
ァ
ル
ナ
デ
ー
ヴ
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ァ
王
の
治
世
十
九
年
、
虎
の
年
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
王
の
治
世
十
九
年
は
貞
観
十
六
年
（
壬

寅
）
、
つ
ま
り
西
暦
六
四
二
年
で
あ
る
こ
と
、
即
位
年
は
六
二
四
年
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（G

e
o

g
e

-J
e
a

n
 P

in
a

u
lt 1

9
8

7
: 8

4
-8

5
, 

1
6

0
-1

6
6

, fig
.1

6
, p

ls
.8

0
-8

1

）
。 

（
８
）
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
九
貞
観
二
十
二
年
条
に
よ
れ
ば
「
西
突
厥
、
于
闐
、
安
国
争
饋
駝
馬
軍
糧
」
と
あ
る
。 

（
９
）
訶
黎
布
失
畢
と
那
利
の
対
立
、
訶
黎
布
失
畢
の
阿
史
那
賀
魯
へ
の
降
伏
等
に
つ
い
て
は
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
一
外
臣
部
備
禦
四
・

顕
慶
三
年
正
月
よ
り
補
っ
て
訳
し
た
。 

 
 

（

10
）
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
二
〇
〇
七:

四
三
五
。 

 

亀
茲
か
ら
六
百
餘
里
、
小
さ
な
沙
漠
を
越
え
る
と
、
跋
祿
迦
（
バ
ー
ル
カ
ー
）
と
い
う
小
さ
な
国
が
あ
っ
た
。
ま
た
の
名
を
亟
墨
と
い
っ

た
。
漢
代
の
姑
墨
国
（
ア
ク
ス
）
で
あ
る
。
国
土
は
東
西
六
百
里
、
南
北
三
百
里
で
あ
っ
た
。
風
俗
と
文
字
は
亀
茲
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、

言
語
は
尐
し
異
な
っ
た
。
目
の
細
か
い
毛
織
物
を
産
出
し
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
跋
祿
迦
国
）

(

1)

。
西
に
三
百
里
進
ん
で
石
磧
を
越
え

る
と
、
淩
山
に
至
る
。
こ
れ
は
パ
ミ
ー
ル
の
北
の
高
原
で
あ
る
。
水
は
東
に
流
れ
、
春
・
夏
も
山
谷
に
は
雪
が
積
も
っ
て
い
た
（
『
大
唐
西

域
記
』
巻
一
淩
山
）(

2)

。
西
北
に
五
百
里
行
く
と
素
葉
水
（
ス
ー
ヤ
ー
ブ
）
城
に
至
る
。
近
隣
諸
国
の
ソ
グ
ド
商
人
が
商
売
の
た
め
に
来
て

雑
居
し
て
い
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
素
葉
水
城
）

(

3)

。
素
葉
以
西
の
数
十
城
は
、
み
な
君
長
を
立
て
、
西
突
厥
に
従
属
し
て
い
た
。
素

葉
水
城
よ
り
羯
霜
那
国
（
キ
シ
ュ
、
現
シ
ャ
フ
リ
サ
ブ
ズ
）
に
至
る
国
は
、
毛
織
物
、
皮
ご
ろ
も
、
皮
や
厚
地
の
毛
布
を
着
用
し
、
絹
布
で

額
を
縛
っ
て
い
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
窣
利
）(

4)

。
素
葉
城
の
西
に
四
百
里
進
む
と
千
泉
に
至
る
。
そ
の
地
は
お
よ
そ
二
百
里
四
方
で
、

南
は
雪
山
に
面
し
、
三
方
向
に
は
平
地
が
広
が
っ
て
い
た
。
泉
や
池
が
多
い
の
で
千
泉
と
命
名
し
た
。
西
突
厥
の
可
汗
が
毎
年
千
泉
に
避
暑

に
や
っ
て
来
た
。
そ
こ
に
は
鹿
の
群
れ
が
鈴
や
金
属
の
環
を
付
け
ら
れ
て
お
り
、
人
に
よ
く
な
つ
い
て
い
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
千
泉
）
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(

5)

。
西
に
お
よ
そ
百
里
進
む
と
呾
邏
私
（
タ
ラ
ス
）
城
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
近
隣
諸
国
の
ソ
グ
ド
商
人
が
雑
居
し
て
い
た
（
『
大
唐
西
域
記
』

巻
一
呾
邏
私
城
）

(

6)

。
小
さ
な
城
が
あ
り
、
三
百
餘
戸
あ
っ
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
小
孤
城
）

(

7)

。
こ
の
地
の
人
々
は
、
も
と
も
と
は

中
国
に
住
ん
で
い
た
が
、
突
厥
に
略
奪
さ
れ
て
き
て
、
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
い
ま
で
も
中
国
語
を
話
し
た
。
西
南
に
二
百
餘
里

行
く
と
、
白
水
（
ア
ク
ス
）
城
に
至
る
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
白
水
城
）

(

8)

。
〔
恭
御
（
コ
ー
ン
ゴ
ー
）
城
〕

(

9)

は
原
隰
（
平
原
湿
潤
）

で
、
地
味
は
肥
え
て
い
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
恭
御
城
）

(

10)

。
南
に
五
十
里
進
む
と
笯
赤
建
国
（
ヌ
ー
ジ
カ
ン
ド
）
が
あ
っ
た
。
国
土

の
広
さ
は
千
里
で
肥
沃
だ
っ
た
の
で
、
作
物
が
よ
く
稔
り
葡
萄
（
ブ
ド
ウ
）
を
た
く
さ
ん
産
し
た
。
ま
た
二
百
里
行
く
と
石
国
で
あ
っ
た
（
『
大

唐
西
域
記
』
巻
一
笯
赤
建
国
）

(

11)

。 

註 （
１
） 

水
谷
真
戏
一
九
七
一:

一
七
、
季
羨
林
一
九
八
五:

六
六
。 

 

（
２
）
水
谷
一
九
七
一:

一
八
、
季
一
九
八
五:

六
七
。 

（
３
） 

水
谷
一
九
七
一:

一
九
、
季
一
九
八
五:
七
一
。 

 
 

 
 

 

（
４
）
水
谷
一
九
七
一:

二
〇
、
季
一
九
八
五:

七
二
。 

（
５
） 

水
谷
一
九
七
一:

二
一
、
季
一
九
八
五:

七
六
。 

 
 

 
 

 

（
６
）
水
谷
一
九
七
一:

二
二
、
季
一
九
八
五:

七
七
。 

（
７
） 

水
谷
一
九
七
一:

二
二
、
季
一
九
八
五:

七
八
～
七
九
。 

 
 

（
８
）
水
谷
一
九
七
一:

二
二
～
二
三
、
季
一
九
八
五:

七
九
。 

(

９)

「
原
隰
」
だ
っ
た
の
は
『
大
唐
西
域
記
』
に
よ
れ
ば
恭
御
城
（
コ
ー
ン
ゴ
ー
）
。 

(

10) 

水
谷
一
九
七
一:

二
三
、
季
一
九
八
五:

八
〇
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 119 

(
11) 

水
谷
一
九
七
一:

二
四
、
季
一
九
八
五:

八
一
。 

 

疏
勒
（
カ
シ
ュ
ガ
ル
） 

 

疏
勒
は
佉
沙

(

1)

と
も
言
っ
た
。
国
の
周
囲
は
五
千
里
で
、
長
安
か
ら
九
千
里
餘
離
れ
て
い
た
。
砂
漠
が
多
く
土
壌
は
尐
な
か
っ
た
。
疏

勒
の
風
俗
は
詭
詐
を
尊
び
、
子
供
が
生
ま
れ
る
と
頭
を
両
側
か
ら
固
定
し
て
扁
平
に
し
た
。
こ
の
国
の
人
々
は
刺
青
を
し
、
瞳
は
青
色
で
あ

っ
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
佉
沙
国
）
。
王
の
姓
は
裴
氏
で
「
阿
摩
支
」
と
自
称
し
、
迦
師
城
に
住
ん
で
い
た
。（
貞
観
中
）
西
突
厥
可
汗

は
、
娘
を
疏
勒
王
の
妻
に
し
て
い
た

(

2)

。
疏
勒
の
勝
兵
は
二
千
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
は
祆
神
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
神
）
を
祀
っ
て
い

た
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
疏
勒
伝
）
。 

 

貞
観
九
年
（
六
三
五
）
、
疏
勒
王
は
使
者
を
派
遣
し
て
名
馬
を
献
上
（
『
旧
唐
書
』
疏
勒
伝
）
し
、
四
年
後
（
貞
観
十
三
年
＝
六
三
九
）
に

も
ま
た
朱
倶
波
・
甘
棠
と
と
も
に
方
物
を
財
い
だ
。
太
宗
は
房
玄
齡
ら
に
言
っ
た
。
「
む
か
し
天
下
を
統
一
し
て
四
方
の
夷
狄
に
も
打
ち
勝

っ
た
の
は
、
た
だ
秦
の
始
皇
帝
と
漢
の
武
帝
だ
け
で
あ
る
。
朕
は
三
尺
の
剣
を
手
に
四
海
を
定
め
た
の
で
、
遠
方
の
夷
狄
は
お
お
む
ね
服
属

し
た
。
二
君
（
始
皇
帝
と
武
帝
）
を
务
ら
な
い
功
績
で
あ
る
。
し
か
し
二
君
の
末
路
は
自
ら
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
公
ら
は
、
よ

ろ
し
く
互
い
に
輔
弼
し
あ
っ
て
、
へ
つ
ら
い
の
言
葉
を
進
め
て
朕
を
危
機
存
亡
の
状
態
に
置
か
な
い
で
く
れ
。
」 

儀
鳳
年
間
中
（
六
七
六
～
六
七
八
）
に
吐
蕃
が
疏
勒
を
打
ち
破
っ
た
。
開
元
十
六
年
（
七
二
八
）
、
初
め
て
大
理
正
の
喬
夢
松
に
鴻
臚
尐

卿
を
兼
務
さ
せ
て
疏
勒
に
派
遣
し
、
疏
勒
の
君
主
安
定
を
冊
立
し
て
疏
勒
王
と
な
し
た
（
『
旧
唐
書
』
疏
勒
伝
）
。
天
寶
十
二
載
（
七
五
三
）
、

首
領
の
裴
国
良
が
来
朝
し
た
の
で
折
衝
都
尉
を
授
け
、
紫
袍
と
金
魚
を
下
賜
し
た
（
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
一
外
臣
部
朝
財
四
）
。 

註 （
１
）
佉
沙
と
い
う
国
名
は
玄
奘
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
佉
沙
国
（
水
谷
一
九
七
一:

三
八
九
、
季
一
九
八
五:

九
九
五
）
に
よ
っ
た
の
で
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あ
ろ
う
。 

（
２
）
『
旧
唐
書
』
疏
勒
伝
に
よ
れ
ば
貞
観
年
間
中
の
こ
と
。 

 

朱
倶
波
（
カ
ル
ガ
リ
ク
） 

朱
倶
波

(

1)

は
、
ま
た
の
名
を
朱
倶
槃
と
い
い
、
漢
の
時
の
子
合
国

(

2)

で
あ
っ
た
。
西
夜
・
蒲
犂
・
依
耐
・
得
若
の
四
つ
の
種
族
を
併
合

し
て
い
た
。
于
闐
の
西
千
里
、
葱
嶺
の
北
三
千
里
、
西
は
喝
盤
陀
、
北
に
九
百
里
行
く
と
疏
勒
、
南
に
三
百
里
進
む
と
女
国
で
あ
っ
た
（
『
通

典
』
巻
一
九
三
辺
防
九
・
朱
倶
波
伝
）
。
勝
兵
の
数
は
二
千
人
で
あ
っ
た
。
浮
屠
の
法
（
仏
教
）
を
尊
び
、
文
字
は
婆
羅
門
と
同
じ
で
あ
っ

た
（
『
宋
雲
行
紀
』
朱
駒
波
国
）
。 

註 （
１
）
カ
ル
ガ
リ
ク
に
は
様
々
な
異
名
が
あ
り
、
『
魏
書
』
巻
一
〇
二
で
は
朱
居
国
（
内
田
吟
風
一
九
八
〇:

三
一
）
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十

二
で
は
斫
句
迦
（
水
谷
一
九
七
一:

三
九
一
、
季
羨
林
一
九
八
五:

九
九
八
）
、『
宋
雲
行
紀
』
で
は
朱
駒
波
国
（
長
沢
和
俊
一
九
七
一:

一
六
八
―
一
六
九
、
一
七
七
注
二
一
）
、
『
通
典
』
巻
一
九
三
辺
防
九
で
は
朱
倶
波
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
馮
承
均
二
〇
〇
四:

一
一

五
註
一
。 

（
２
）
『
漢
書
』
巻
九
六
・
西
夜
国
伝
、
『
魏
書
』
巻
一
〇
二
・
悉
居
半
国
伝
、
『
北
史
』
巻
九
七
、
悉
居
半
国
に
は
「
故
西
夜
国
也
。
一
名

子
合
」
と
あ
る
。
別
名
を
子
合
と
言
っ
た
（
内
田
吟
風
一
九
八
〇:

七
）
。 

 

甘
棠
伝 

甘
棠
は
、
海
の
南
に
あ
り
、
崑
崙
人
で
あ
っ
た
。 
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喝
盤
陀
（
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
） 

 

喝
盤
陀

(

1)

は
、
漢
陀
と
も
渇
館
檀
と
も
言
い
、
ま
た
渇
羅
陀
と
も
言
っ
た
。
疏
勒
の
西
南
よ
り
剣
末
谷
に
入
り
、
不
忍
領
を
六
百
里
進

め
ば
そ
の
国
に
至
る
。
瓜
州
を
隔
て
る
こ
と
四
千
五
百
里
で
あ
り
、
朱
倶
波
の
西
に
隣
接
し
、
南
は
懸
度
山
で
隔
て
ら
れ
、
北
は
疏
勒
、
西

は
護
密
（
ワ
ハ
ン
）
、
西
北
は
判
汗
国
（
フ
ェ
ル
ガ
ナ
）
と
境
を
接
し
て
い
た
。
王
の
治
所
は
葱
嶺
（
パ
ミ
ー
ル
高
原
）
の
山
中
に
存
在
し

た
（
『
通
典
』
巻
一
九
三
辺
防
九
・
渇
槃
陁
伝
）
。
都
城
の
背
後
に
は
徒
多
河
（
ヤ
ル
カ
ン
ド
川
）
が
流
れ
て
い
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十

二
朅
盤
陀
国
）
。
勝
兵
の
数
は
千
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
国
の
王
は
も
と
も
と
疏
勒
人
で
あ
り
、
代
々
王
位
を
継
承
し
て
王
と
な
っ
た
。
西
南

に
は
頭
痛
山
が
あ
っ
た
。
葱
嶺
は
こ
の
国
の
人
々
に
よ
っ
て
極
嶷
山
と
呼
ば
れ
、
喝
盤
陀
の
周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
こ
の
国
の
人
々
は

強
く
て
荒
々
し
く
、
容
貌
と
言
語
は
于
闐
と
同
じ
で
あ
っ
た
（
『
通
典
』
渇
槃
陁
伝
）(

2)

。
喝
盤
陀
の
法
律
に
お
い
て
は
、
殺
人
と
剽
劫
（
盗

み
）
を
犯
し
た
者
は
死
刑
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
犯
罪
者
は
罪
を
金
銭
で
贖
っ
た
（
『
通
典
』
渇
槃
陁
伝
）
。
租
税
と
し
て
必
ず
服
飾
を
納
め

た
。
王
は
、
金

(

3)

の
長
椅
子
に
座
っ
た
。
北
魏
の
太
武
帝
の
太
延
年
間
（
四
三
五
～
四
三
九
）

(

4)

中
に
初
め
て
中
国
に
通
好
し
た
。
貞
観

九
年
（
六
三
五
）
、
使
者
を
派
遣
し
て
来
朝
さ
せ
た
。
開
元
中
に
唐
は
喝
盤
陀
を
打
ち
破
り
、
そ
の
地
に
葱
嶺
守
捉
を
設
置
し
た
。
こ
れ
が

安
西
都
護
府
の
最
果
て
の
辺
境
守
備
隊
で
あ
っ
た
。 

註 （
１
）
喝
盤
陀
も
史
書
に
よ
り
表
記
が
異
な
る
。
『
魏
書
』
巻
一
〇
二
で
は
渇
槃
陁
（
内
田
一
九
八
〇:

三
一
）
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
で

は
朅
盤
陀
（
水
谷
一
九
七
一:

三
八
四
、
季
羨
林
一
九
八
五:

九
八
三
）
、
『
宋
雲
行
紀
』
で
は
漢
盤
陀
（
長
沢
一
九
七
一:

一
六
九
―

一
七
一
）
で
あ
る
。 

（
２
）
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
朅
盤
陀
国
に
よ
れ
ば
、
国
人
は
勇
敢
で
あ
っ
た
が
文
字
言
語
は
佉
沙
（
疏
勒
）
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
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事
で
あ
る
。 

（
３
）
「
人
」
は
、
『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
八
六
、
『
文
献
通
考
』
巻
三
三
九
で
は
「
金
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。 

（
４
）
『
通
典
』
渇
槃
陁
に
よ
れ
ば
、
太
延
三
年
。 

 

于
闐
（
ホ
ー
タ
ン
） 

 

于
闐
は
瞿
薩
旦
那

(
1)

と
も
言
い
、
ま
た
渙
那
と
も
屈
丹
と
も
言
っ
た
。
于
闐
の
事
を
北
狄
（
北
方
遊
牧
民
族
）
は
于
遁
と
呼
び
、
諸
胡

（
ソ
グ
ド
人
）
は
豁
旦
と
呼
ん
だ
。
長
安
を
隔
て
る
こ
と
九
千
七
百
里
、
瓜
州
か
ら
四
千
餘
里
離
れ
て
い
た
。
漢
の
戎
盧
・
杆
彌
・
渠
勒
・

皮
山
の
五
国
の
故
地
を
併
合
し
て
い
た
。
王
の
居
城
を
西
山
城
と
言
い
、
勝
兵
四
千
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
に
は
玉
河
が
あ
り
、
国
人
は
夜
、

月
の
光
が
ひ
と
き
わ
明
る
く
反
射
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
必
ず
美
玉
を
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
王
は
絵
の
描
か
れ
た
部
屋
に
住
ん
で
い

た

(

2)

。
人
々
は
習
性
と
し
て
、
策
略
に
長
け
、
大
言
壭
語
を
好
ん
だ
。
ま
た
祆
神
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
神
）
や
浮
屠
の
法
（
仏
法
）
に
喜

ん
で
つ
か
え
た
。
し
か
し
態
度
は
恭
し
く
謹
直
で
、
面
会
す
る
時
は
み
な
跪
い
た
。
こ
の
国
で
は
木
で
筆
を
作
り
、
玉
で
印
鑑
を
作
っ
た
。

国
人
は
書
簡
を
得
る
と
ま
ず
首
に
戴
き
、
そ
れ
か
ら
書
を
開
封
し
た

(

3)

。
漢
の
武
帝
の
時
以
来
の
中
国
の
詔
書
や
符
節
は
、
于
闐
の
王
が

代
々
伝
授
し
て
受
け
継
い
で
い
た
（
『
通
典
』
巻
一
九
二
辺
防
八
于
闐
伝
）
。
人
々
は
歌
舞
を
喜
び
、
紡
績
に
巧
み
で
あ
っ
た
（
『
大
唐
西
域

記
』
巻
十
二
瞿
薩
旦
那
国
）
。
西
に
は
砂
漠
が
あ
り
、
そ
の
砂
漠
に
住
む
鼠
の
大
き
さ
は
蝟
（
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
）
と
同
じ
で
、
色
は
黄
金
で
あ

っ
た
。
（
鼠
の
群
れ
の
長
が
穴
か
ら
）
出
入
り
す
る
時
、
鼠
の
群
れ
が
従
っ
た
（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
瞿
薩
旦
那
国
・
六
鼠
墳
）
。
初
め

于
闐
に
は
桑
や
蚕
が
な
か
っ
た
の
で
、
隣
国
に
こ
れ
を
乞
う
た
が
、
隣
国
は
桑
・
蚕
を
于
闐
に
輸
出
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
于
闐
王

は
隣
国
に
求
婚
し
た
。
隣
国
が
結
婚
を
許
し
た
の
で
、
于
闐
王
は
花
嫁
を
迎
え
る
際
、
花
嫁
に
告
げ
て
言
っ
た
。
「
わ
が
国
に
は
絹
が
な
い

の
で
、
自
国
か
ら
蚕
を
持
っ
て
き
て
自
ら
衣
服
を
作
る
よ
う
に
。
」 

女
（
花
嫁

）
は
こ
れ
を
聞
く
と
、
綿
の
帽
子
の
中
に
蚕
を
入
れ
て
関
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所
を
越
え
た
の
で
、
関
守
（
関
所
の
役
人
）
も
あ
え
て
こ
れ
を
調
べ
な
か
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
于
闐
は
初
め
て
蚕
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

女
は
石
の
上
に
「
蚕
を
殺
し
て
は
な
ら
な
い
。
蚕
が
蛾
と
な
り
、
飛
び
去
っ
て
初
め
て
繭
を
処
理
し
て
よ
い
。
」
と
い
う
約
定
を
刻
ま
せ
た

（
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
瞿
薩
旦
那
国
・
八
麻
射
僧
伽
藍
）
。 

 

于
闐
王
の
姓
は
尉
遲
氏
で
、
名
は
屋
密
と
言
っ
た
。
も
と
も
と
は
西
突
厥
の
臣
下
で
あ
っ
た
が
、
貞
観
六
年
（
六
三
二
）
、
使
者
を
派
遣

し
て
入
献
さ
せ
た
。
そ
の
後
三
年
た
っ
て
（
貞
観
九
年
＝
六
三
五
）
王
は
息
子
を
派
遣
し
て
入
侍
さ
せ
た
。
阿
史
那
社
爾
が
亀
茲
を
平
定
し

た
の
で
、
于
闐
王
の
伏
闍
信
は
唐
を
非
常
に
恐
れ
、
息
子
を
派
遣
し
て
駱
駝
三
百
頭
を
献
上
し
た
。
長
史
の
薛
萬
備
は
阿
史
那
社
爾
に
向
か

っ
て
「
公
が
亀
茲
を
破
っ
た
の
で
西
域
諸
国
は
み
な
震
え
恐
れ
て
い
ま
す
。
願
わ
く
ば
軽
装
騎
兵
を
お
借
り
し
て
于
闐
王
を
拘
束
し
、
京
師

に
献
上
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
言
っ
た
の
で
、
社
爾
は
こ
れ
を
許
し
た
。
唐
の
軽
騎
兵
が
于
闐
に
到
来
し
、
唐
の
威
霊
を
連
ね
て
天
子
の

も
と
に
入
見
す
る
よ
う
勧
め
る
と
、
王
の
伏
闍
信
は
（
恐
れ
入
り
）
使
者
に
従
っ
て
長
安
に
や
っ
て
来
た
。
た
ま
た
ま
高
宗
が
即
位
し
た
の

で
、
伏
闍
信
に
右
衛
大
将
軍
を
授
け
、
息
子
の
葉
護
玷
に
右
驍
衛
将
軍
を
授
け
て
、
袍
帶
と
布
帛
六
千
段
を
下
賜
し
、
邸
宅
一
区
も
あ
わ
せ

て
授
け
た
。
高
宗
は
于
闐
王
を
こ
の
邸
宅
に
数
ヶ
月
留
ま
ら
せ
て
か
ら
于
闐
に
帰
ら
せ
て
や
っ
た
。
王
は
、
子
弟
を
留
め
て
宿
衛
に
し
て
く

れ
る
よ
う
高
宗
に
請
願
し
た
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
于
闐
伝
）
。
上
元
年
間
（
六
七
四
～
六
七
六
）
の
初
め
、
于
闐
王
は
自
ら
子
弟
の
酋
長

や
領
主
七
十
人
を
率
い
て
来
朝
し
た
。
伏
闍
信
に
吐
蕃
討
伐
の
功
績
が
あ
っ
た
の
で
、
高
宗
は
于
闐
の
地
に
毗
沙
都
督
府
を
設
置
し
て
十
州

に
分
割
し
、
伏
闍
雄
に
都
督
を
授
け
た
。
伏
闍
雄
が
（
天
授
三
年
＝
六
九
二
）
に
死
去
す
る

(

4)

と
、
則
天
武
后
は
、
そ
の
息
子
の
璥
を
王

に
立
て
た
。
開
元
の
時
、
于
闐
は
馬
、
駱
駝
、
豽
を
献
上
し
た
。
璥
が
死
ぬ
と
、
ま
た
尉
遲
伏
師
を
立
て
て
王
と
な
し
た
。
尉
遲
伏
師
が
死

ぬ
と
伏
闍
達
が
後
を
継
い
だ
の
で
、
唐
は
そ
の
妻
の
執
失
を
冊
立
し
て
妃
と
な
し
た
。
伏
闍
達
が
亡
く
な
る
と
尉
遲
珪
が
王
位
を
継
承
し
た

の
で
、
妻
の
馬
を
妃
と
な
し
た
。
尉
遲
珪
が
死
ぬ
と
息
子
の
勝
が
即
位
し
た
。
至
徳
年
間
（
七
五
六
～
七
五
七

）
の
初
め
尉
遲
勝
は
軍
を
率

い
て
国
難
（
を
救
う
た
め
）
に
赴
こ
う
と
考
え
、
宿
衛
と
し
て
留
ま
り
た
い
と
請
願
し
た
（
『
旧
唐
書
』
于
闐
伝
）
。
乾
元
三
年
（
七
六
〇
）
、
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勝
は
弟
の
左
監
門
衛
率
葉
護
の
曜
を
大
僕
員
外
卿
、
同
四
鎮
節
度
副
使
、
権
知
本
国
事
と
な
し
た
。
（
そ
し
て
于
闐
本
国
の
事
を
任
せ
た
）
。

詳
細
は
、
勝
の
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
（
『
旧
唐
書
』
巻
一
四
四
尉
遲
勝
伝
、
『
新
唐
書
』
巻
一
一
〇
尉
遲
勝
伝
）
。 

 

于
闐
の
東
三
百
里
の
所
に
建
徳
力
河
が
あ
り
、
七
百
里
の
所
に
精
絶
国
が
あ
っ
た
。
建
徳
力
河
の
東
に
は
汗
彌
が
あ
っ
た
。
汗
彌
の
王
は
、

達
徳
力
城
（
ダ
ン
ダ
ン
・
ウ
ィ
リ
ク
）

(

5)

に
住
ん
で
い
た
（
『
新
唐
書
』
巻
四
三
下
地
理
志
、
賈
耽
の
道
里
志
）
。
達
徳
力
城
は
ま
た
拘
彌
城

と
言
っ
た
。
達
徳
力
城
と
い
う
の
は
即
ち
寧
彌
の
故
城
で
あ
る
。
み
な
小
国
で
あ
っ
た
。 

 

初
め
徳
宗
が
即
位
し
た
時
、
内
給
事
の
朱
如
玉
を
安
西
に
派
遣
し
て
于
闐
の
玉
を
求
め
さ
せ
た
。
朱
如
玉
は
、
圭
一
つ
、
珂
佩
五
つ
、
枕

一
つ
、
帯
胯
三
百
、
簪
四
十
、
奩
三
十
、
釧
十
、
杵
三
、
瑟
瑟
百
斤
、
そ
の
他
の
珍
宝
な
ど
を
得
た
。
し
か
し
朱
如
玉
は
帰
国
す
る
に
当
た

り
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
領
地
を
通
過
し
た
時
に
ウ
イ
グ
ル
人
に
玉
を
奪
わ
れ
た
と
嘘
を
言
っ
た
。
久
し
く
し
て
事
は
露
見
し
、
（
市
場
で
）
売

ら
れ
て
い
た
玉
が
得
ら
れ
た
の
で
、
朱
如
玉
は
恩
州
に
流
刑
と
な
り
、
（
そ
の
後
）
死
ん
だ

(

6)

。 

註 （
１
）
瞿
薩
旦
那
の
名
は
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
瞿
薩
旦
那
国
（
水
谷
一
九
七
一:

三
九
二
、
季
一
九
八
五:

一
〇
〇
一
）
に
従
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。 

 

（
２
）
『
通
典
』
巻
一
九
二
辺
防
八
于
闐
伝
に
「
王
所
居
加
以
朱
畫
」
と
あ
る
の
で
補
っ
て
訳
し
た
。 

（
３
）
『
通
典
』
于
闐
伝
に
「
国
人
得
書
、
先
戴
於
首
、
而
後
開
封
」
と
あ
る
の
で
補
っ
て
訳
し
た
。 

（
４
）
『
旧
唐
書
』
于
闐
伝
に
よ
れ
ば
、
伏
闍
雄
は
天
授
三
年
（
六
九
二
）
死
去
し
た
。 

（
５
）
藤
田
豊
八
一
九
三
三:

二
六
三
～
二
七
三
を
参
照
。 

 

（
６
）
『
冊
府
元
亀
』
巻
六
六
九
内
臣
部
貪
貨
に
、
こ
の
朱
如
玉
事
件
が
載
っ
て
い
る
。 
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史
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史
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史
北
狄
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文
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。 
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戏
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九
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九:

『
貞
観
政
要
―
新
釈
漢
文
大
系
九
六
巻
』
明
治
書
院 

。 

内
田
吟
風
一
九
八
〇:

内
田
吟
風
編
『
中
国
正
史
西
域
伝
の
訳
注
』
京
都
。 

今
村
与
志
雄
一
九
八
〇:

 

段
戏
式
撰
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
爼
』
一
巻
、
平
凡
社
（
東
洋
文
庫
）
。 

季
羨
林
一
九
八
五:

『
大
唐
西
域
記
校
注
』
中
華
書
局
。 

岡
崎
精
郎
一
九
八
三:

「
両
唐
書
党
項
伝
訳
注
―
一
」
『
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
七
号
。 

岡
崎
精
郎
一
九
八
四:

「
両
唐
書
党
項
伝
訳
注
―
二
」
『
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
八
号
。 

桑
山
正
進
一
九
九
二:

桑
山
正
進
編
『
慧
超
往
五
天
竺
国
伝
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
。
臨
川
書
店
一
九
九
八
。 

張
毅
・
張
一
純
二
〇
〇
〇:

慧
超
原
著
・
張
毅
箋
釈
、
杜
環
原
著
・
張
一
純
箋
注
『
往
五
天
竺
国
伝
箋
釈
・
経
行
記
箋
注
』
中
華
書
局
。 

余
太
山
二
〇
〇
五:

『
両
漢
魏
晋
南
北
朝
正
史
西
域
伝
要
注
』
中
華
書
局
。 

E
d

o
u

a
rd

 C
h

a
v

a
n

n
e
s
 1

9
0

3
 

 
: D
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e
n
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u

x
, P

a
ris.; R

e
p

ri.T
a
ip

e
i,1

9
6

9
. 

馮
承
均
二
〇
〇
四:

沙
畹
著
・
馮
承
均
訳
『
西
突
厥
史
料
』
中
華
書
局
。 

B
e
rth

o
ld

 L
a
u
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9
1
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in

o
-Ira

n
ic

a
 ,C

h
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re
fe
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i 1

9
6

7
. 

E
d

w
a
rd

 
H
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1

9
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T
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o
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S
a

m
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T
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e
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o
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s
, B

e
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e
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,U

n
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e
rsity

 
o

f 

C
a
lifo

rn
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re

ss
. 

シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
二
〇
〇
七:

エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
著
、
伊
原
弘
監
修
、
吉
田
真
弓
訳
『
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
金
の
桃
』
勉
誠
出
版
。 

ネ
パ
ー
ル 

バ
ジ
ラ
ー
チ
ャ
リ
ヤ
編
、
佐
伯
和
彦
訳
一
九
九
九:

『
古
代
ネ
パ
ー
ル
史
料
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
時
代
の
銘
文
集
戏
』
明
石
書
店
。 

佐
伯
和
彦
二
〇
〇
三:

『
ネ
パ
ー
ル
全
史
』
明
石
書
店
。 

党
項 

西
田
龍
雄
一
九
七
〇:

「
西
夏
王
国
の
性
格
と
そ
の
文
化
」
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
第
九
巻
』
岩
波
書
店
。 

岡
崎
精
郎
一
九
七
二:

『
タ
ン
グ
ー
ト
古
代
史
研
究
』
東
洋
史
研
究
会
。 

佐
藤
長
一
九
七
八:

『
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
』
岩
波
書
店
。 

青
木
文
教
一
九
九
〇:

『
西
蔵
遊
記
』
中
公
文
庫
。 

周
偉
洲
二
〇
〇
六:

『
唐
代
党
項
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
。 

東
女
国 

佐
藤
長
一
九
五
八:

『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
・
上
巻
』
東
洋
史
研
究
会
。 

佐
藤
長
一
九
七
八:

『
チ
ベ
ッ
ト
歴
史
地
理
研
究
』
岩
波
書
店
。 

山
口
瑞
鳳
一
九
七
一:

「
東
女
国
と
白
蘭
」
『
東
洋
学
報
』
第
五
四
巻
第
三
号
。 

山
口
瑞
鳳
一
九
八
三:

『
吐
蕃
王
国
戏
立
史
研
究
』
岩
波
書
店
。 
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松
田
寿
男
一
九
八
七:

「
女
国
に
就
い
て
の
考
」
『
松
田
寿
男
著
作
集
四
・
東
西
文
化
の
交
流
二
』
六
興
出
版
。 

高
昌 

嶋
崎
昌
一
九
七
七:

『
隋
唐
時
代
の
東
ト
ゥ
ル
キ
ス
タ
ン
研
究
―
高
昌
国
史
研
究
を
中
心
と
し
て
』
東
京
大
学
出
版
会
。 

長
沢
和
俊
一
九
八
〇:

「
唐
の
高
昌
遠
征
に
つ
い
て
」
『
史
観
』
一
〇
二
号
。 

内
藤
み
ど
り
一
九
八
八:

『
西
突
厥
史
の
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
。 

關
尾
史
郎
一
九
九
三:
「
「
義
和
政
変
」
新
釈
―
隋
・
唐
交
替
期
の
高
昌
国
・
遊
牧
勢
力
・
中
国
王
朝
」
『
集
刊
東
洋
学
』
七
〇
号
。 

荒
川
正
晴
二
〇
〇
八:

「
遊
牧
國
家
と
オ
ア
シ
ス
國
家
の
共
生
關
係
―
西
突
厥
と
麴
氏
高
昌
國
の
ケ
ー
ス
か
ら
」
『
東
洋
史
研
究
』
六
七
巻

二
号
。 

吐
谷
渾 

松
田
寿
男
一
九
八
七:

「
吐
谷
渾
遣
使
考
」
『
松
田
寿
男
著
作
集
四
・
東
西
文
化
の
交
流
二
』
六
興
出
版
。 

夏
鼐
一
九
八
一:

夏
鼐
著
、
礪
波
護
訳
「
武
威
唐
代
吐
谷
渾
慕
容
氏
墓
誌
」
（
樋
口
隆
康
他
訳
『
中
国
考
古
学
研
究
』
東
京
、
学
生
社
）
。 

周
偉
洲
二
〇
〇
六:

『
吐
谷
渾
史
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
。 

焉
耆 

松
田
寿
男
一
九
五
六:

「
西
突
厥
王
庭
考
」
『
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
。 

松
崎
光
久
一
九
八
九:

「
隋
末
唐
初
焉
耆
王
統
攷
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
五
号
。 

亀
茲 
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S
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7
 p
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n

c
h
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e
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h
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g

ra
p

h
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s. 

羽
田
亨
一
九
五
七:

「
亀
茲
・
于
闐
の
研
究
」
『
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
・
上
巻
・
歴
史
編
』 

松
崎
光
久
一
九
八
四:

「
亀
茲
を
め
ぐ
る
唐
と
西
突
厥
の
情
勢
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
創
刊
号
。 

于
闐 

藤
田
豊
八
一
九
三
三:

「
西
域
研
究
二 

扜
弥
と

D
a

n
d
ā

n
-U

ilik

」
『
東
西
交
渉
史
の
研
究 

西
域
篇
』
荻
原
星
文
館
（
復
刊
・
国
書
刊
行
会
、
一

九
七
四
）
。 


